
　いつ頃のことだったろうか。古川さんと車
に乗り合わせた折、「今、山形の地域新聞に
出す原稿を書いているんだよ。いくつになっ
ても書くという作業は楽しいものだね。書く
ことで自分の考えも整理されるしね」と嬉し
そうに話された。元気いっぱいで知的好奇
心旺盛な先輩に羨ましい気がしたものであ
る。それが、まさかのご急逝。今、「ブナの
森新聞」秋号の巻頭論文「私が関わった印
象深い社会保障制度改正（元内閣官房副長
官古川貞二郎）」を前にして、あらためて人
の命の儚さを痛切に感じている。

　官界における古川さんの業績は、既に新
聞紙上などで多くの人が述べているところ
であり繰り返さないが、事に臨んでの的確な
判断と揺るぎない信念には常に畏敬の念を
抱いてきた。本誌にも執筆された「政と官」
の問題などで示された見識は、官界に生き
る者が範とすべきものだと思う。

　何度か部下としてお仕えし、また同じポ
ストに就くことの多い巡り合わせだった私に
とっては、古川さんは、かけがえのない先輩
であり、師であった。まさに賢兄愚弟。何度
も窮地を救っていただき、行く路に迷う私に
的確なアドバイスを下さった。「積極で行く
べきか、消極で行くべきか迷ったときは、積

極を選ぶ」。難題にも臆せず立ち向かった古
川先輩のこの言葉に背中を押されて判断で
きたことも一再ならずある。

　しかし、古川さんは、私の心の中では頼り
がいのある先輩、よき師という以上に、年の
離れた親しい友という存在だった。お互い
草深い田舎に生まれ育ったことから、会えば
子供の頃の思い出や農作業の話に花が咲い
た。朝早くに採れた野菜をリヤカーに積んで
町の市場まで運んだ中学生の頃のことを愛
おしむように語られた。私も、桑摘みの思い
出などを話し、思いはいつしか中学生の昔
に帰るのであった。

　酒席で、古川さんが兄事された今は亡き
藤森さん（元内閣官房副長官・宮内庁長官）
と繰り広げられる佐賀と長野のお国自慢を
そばで楽しく聞いたことなども思い出す。古
川さんは、ご家族や郷土佐賀をこよなく愛
する人でもあった。母上への思いを小説に
託された作品「鎭魂　ハルの生涯」は、人
間古川貞二郎の情の厚さを余すところなく
伝えている。

　私は、ふと「みちのくの母の命を一目見
ん一目見んとぞただにいそげる」と詠った山
形県が生んだ大歌人斎藤茂吉と通ずるもの
を感じた。功なり名遂げても変わらぬ母への
思いや郷土への愛着。二人とも、一生を通
じて心の中に田舎人の純情、土の香りを保
ちつづけたのではあるまいか。そう言えば、

茂吉は、生涯山形弁のアクセントが抜けな
かったというが、古川さんの言葉のアクセン
トも九州人のそれであった。

　先日夜半、半藤末利子さんのエッセイ集
を読んでいて、古川さんと共通の友人のこ
とを書いた文章に行き逢った。「きっとこの
話は古川さんなら興味を持って聞いて下さ
るのに、話すべき古川さんはもうおられない
のだ」と、あらためてたまらない寂しさを覚
えたことだった。

　山形には直接関係の無い個人的な感傷を
書き連ねてしまったが、「ブナの森新聞」の
常連執筆者だった古川さんの思い出を読者
の皆さんと共有したいとの一心で筆を執っ
た次第である。意を尽くさぬところはお許し
願いたい。

　専門紙記者が見た
　　　古川貞二郎さん
　　　　　　　　　  吉川　尚利

　元内閣官房副長官の古川貞二郎さんが９
月５日に亡くなり、突然の訃報にとても驚き
ました。「ブナの森新聞」の鈴木編集長から、
追悼文執筆の依頼を受けましたので、拙文
を寄稿させていただきます。

　厚生労働省（平成13年まで厚生省）には、
一般紙の記者クラブ 「厚生記者会」と、専
門紙・誌の記者クラブ「厚生日比谷クラブ」
があります。私が「厚生日比谷クラブ」に
入会した当時（昭和57年）、古川さんはすで
に保険局企画課長（保険局筆頭課長）で、「新
米記者」が容易に取材できる立場ではあり
ませんでした。

　昭和56年当時、厚生省は老人保健法の創
設や健康保険法の改正という重要法案を抱
えていました。老人保健法は、昭和48年に
導入された老人医療費自己負担の無料化の
方向転換を図るもので、国会の法案審議で
は野党はじめ老人団体の反対が強く、また、
健康保険法の改正は健康保険本人の一部負
担に定率負担を導入するもので、野党や関
係団体への説明・折衝に当たられました。

　昭和59年には健康政策局総務課長として、
戦後初の医療法の抜本改正に取り組まれ、
現在につながる医療施設体系の確立に尽力
されました。当時の政治状況は、法案審議
を巡り与野党間で厳しい駆け引きが行われ、
老人保健法は法案提出から成立まで３国会、
１年３か月、医療法改正については、昭和
58年３月の法案提出から成立まで継続審議、
廃案を繰り返し、６国会を経て昭和60年12
月に成立しました。特に、 昭和60年当時は
大臣官房審議官（医療保険担当、老人保健
担当）として、与野党担当議員との調整、
折衝を担い、大変苦労されたことと思いま
す。 　

　古川さんが厚生事務次官当時の平成５年、
自民党、社会党によるいわゆる政治の55年
体制が崩壊し、非自民８会派（日本新党、
日本社会党、新生党、公明党、民社党、新
党さきがけ、社会民主連合、民主改革連合）
による細川護
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熙
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内閣が発足しました。それま
では主に政権与党の自民党の了承を経て、

政府の予算や政策が決まっていましたが、
８会派連立政権となり与党８会派にそれぞ
れ説明し了承を得るという作業は並大抵で
はない労力を費やされたことと思います。

　事務次官に就任した平成５年には、省内
に「高齢者介護対策本部」を設置し、平成
12年の介護保険制度創設の道筋をつけられ
ました。 厚生省退官後の平成７年２月には
村山富市内閣の官房副長官に就任し、小泉
純一郎内閣の平成15年９月まで、内閣の事
務方トップとして８年７か月務められました。

　古川さんが仕えた村山富市氏、橋本龍太
郎氏、小泉純一郎氏は厚生省と関係が深い
とはいえ、政局が流動化、不安定ななかで
官房副長官ポストを長期間務めるには、古
川さんの高い行政能力が必要とされたこと
の証左であろうと思います。

　古川さんに平成30年10月、厚生日比谷ク
ラブの OB で組織する「日比谷会」への参
加をお願いしたところ快く引き受けてくださ
いました。当日は、厚生官僚、官房副長官
当時の思い出、政と官（行政）の関係、後
輩官僚への思いなどを語っていただき、特
に官房副長官の経験をもとに語られた、本
来の「政治主導」の在り方に対する見識は
今も鮮明に記憶に残っています。

　彼岸に旅立った友、
　　　　　古川貞二郎君
　　　　　　　　　  山本　悦夫

シーラカンス

　妻がパリで日本画展を開くことになった。
そのためパリに出掛けたので、家には誰もい
ない。所在ないまま、ふと思い立って沼津
港に行ってみることにした。駿河湾は最深
部が2500メートルもある日本では最も深い
湾だそうだ。ちょっと前に NHK の“さかな
クン”の番組を観ていたので、駿河湾や沼
津港魚市場も自分の目で確かめたくなった。

　沼津港深海水族館には、日本シーラカン
ス学術調査隊が捕獲したシーラカンス５体
が展示されている。そのうち２体は冷凍され
ていて、巨大なガラスケースの中に展示さ
れている。シーラカンスは３億５千年の間ほ
ぼ変わることのなかった深海の環境により太
古の姿のまま生き永らえているのだそうだ。
それが人間の手によって捕獲されここに運
ばれた。

　私は、以前から自分自身が古代魚シーラ
カンスのようだと思っていた。友人から電話
があると「まだ生きていたか」と思うことが
よくある。この年になると、まだ元気で生き
ている仲間に出会った時の喜びは若い時に
は想像できなかったほど大きい。

　沼津で、本物のシーラカンスを見て驚い
たことが一つある。予想もしていなかったの
だが、シーラカンスには背骨がないのだ。背
骨の代わりに軟骨でできた中空の管がある。
背骨がなくてよく２メートル近くもある巨体
を支えられるものだと疑問に思ったが、その
答えが体表を覆う固い鱗だった。

元内閣官房副長官

古川  貞二郎さんをしのぶ

   かけがえのない先輩であり
　　　　　　　　　師であった
　　　元宮内庁長官　羽毛田　信吾
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　この５月31日、その日は私の88歳の誕生
日だったが、早逝した弟の葬儀の日でもあっ
た。その夜床について小用でトイレに立った
ところ、ふらついて背中を壁に強打した。東
邦大学大橋病院に行き、診てもらうと脊椎
を骨折している。手術をすることになった。
手術は成功して、以来、胸にギブスを装着
している。ギブスは脊椎に負担を掛けない
ために着けるのだそうだ。シーラカンスが固
い鱗で体を支えているように私も同じように
ギブスで体を支えている。やはり私がシー
ラカンスなのは間違いない。

古川貞二郎君の急逝

　沼津港から帰った日の夜、詳しくは日にち
が変わって、９月５日の早朝、突然携帯が鳴っ
た。ベッドの中で手を伸ばすと理津子さん
の声だった。「主人の心臓が止まった」「病
院に救急搬送した。今厚生中央病院にいる」

　何という事だ。飛び起きると、外はまだ
暗い、早朝四時だった。

　沼津に行く前日の電話では、「心臓にペー
スメーカーを入れるのは10月だな」と言って
いた。「なんでもっと早くペースメーカーを
入れなかったのだ。馬鹿！」とやっと捕まえ
たタクシーの中で何度も叫びたくなった。

　病室に入ると生命維持装置に繋がれた古
川貞二郎君が横たわっていた。苦しい呼吸
をするような機械の音しかない病室にいる
姿は重病人のようだった。だが、手に触れ
ると氷のように冷たい。「馬鹿！馬鹿！」と何
度も叫びたくなったが涙だけが溢れてくる。

　５時25分、生命維持装置が外された。考
えたこともなかったことが起きていた。医師
は、心臓が原因ではなく、そのほかのところ
が原因なので、腹部を切開しなければ詳し
いことは分からないと、考えるだけでも怖く
なるようなことを言う。主人は日頃、長く寝
込みたくはないと言っていたので、そうでな
かったからこのままでいいと、理津子さんが
答えた。その通りだ、切開するのはひどい、
可哀そうだと私も思った。

　それから体を清めるので皆さんにも手
伝ってもらうと看護師さんに言われたが、と
てもそれには耐えられずにその場を逃れて
病院の外に出た。外は白々と明けていき、通
りでランニングする人が意外に多いこと気
づいた。お年寄りも走っている。

　そう言えば古川君も歩くのが大好きだっ
た。渋谷から三軒茶屋まで歩いて訪ねて来
ることがよくあった。私より健康だった古川
君がこんなにあっけなくこの世を去ってしま
うことが信じられない。タクシーを捕まえた。
国道246号から茶沢通りに入るところで携帯
が鳴った。理津子さんからだった。「山本さん、
居ないものだから心配して、倒れているので
はないかとお手洗いの中まで探して歩いた」

　私が倒れているのではないか心配をして
くれたのだ。耐えられないとその場を逃げ出
した自分が恥ずかしかった。何故体を清め

てあげなかったのか。自分の精神が如何に
もひ弱なのが情けなかった。

　理津子さんに聞くと、救急車で病院に運
ばれるとき、もっとゆったりした服装を勧め
たものの、お気に入りのシャツにジャケット
を羽織ってきちんとした服装で玄関まで歩
いて行って、椅子に腰かけて救急隊員を迎
えたという。ストレッチャーが到着するまで
その姿で隊員の到着を待っていたのだろう。

　近頃は服装に無頓着な私の姿を見た古川
君から、「山本、年を取ってからはそんな恰
好をしてはダメだよ」と、よく注意された。
相手の方に失礼になると彼は言うのだ。

　そう言えば「大喪の礼」の時は、彼は首
席内閣参事官として政府の事務方の責任者
という大役を仰せつかったが、何どき、何
ごとが起こっても恥のないようにと新しい下
着を着け、腹には晒しを巻いて家を出た。
その葉隠れ武士の教えを継いだかのような
古川君を思い出した。

　政治と行政の狭間で耐えながら国家のた
めに尽くして来た古川君の精神が如何に強
靭なものか、気ままに生き延びている自分の
ような者との大きな違いを改めて悟った。

山本より一日早く、おさらばしたい

　古川君は、憶えているだけでも生前、新
聞や雑誌に二度私の名を出してくれた。

　一つは、1984年11月号の月刊『官界』の
225ページ「霞が関官僚データバンク―総
務担当課長のデータバンク」だ。「①当面の
重要施策にどう取り組むか。⑧ギャンブル
はやりますか。⑨最近特に面白かった本。
⑫一緒に旅したい女性タレント⑬奥さんに
言いたいこと。⑮我が家に導入したいニュー
メデイア」などの質問のほかに「⑩親友、
付き合いで大切にしたいことは。」という項
目があった。

　「⑫一緒に旅したい女性タレント」には
十朱幸代と彼は答えた。

　そして⑩の親友の設問には、他の各省庁
総務課長が「嘘をつかないこと」とか「は
だかの付き合いを大事にしていること」とか
当たり障りのない回答をしているのに、彼だ
けは「山本悦夫（西亜社長）チエを貸して
くれる」と具体的に人名を出して答えている。
そんな率直な回答をして差し障りがないのか
と、こちらの方が心配をするくらいだが、彼
は全く意に介さない。

　だが、本当のところ私が彼にチエを貸し
たことなど、何ひとつない。第一、互いの仕
事の内容を真面目に話したことはないのだか
ら。大学の同窓の友人はほとんど役人や大
企業に勤めて、私のように商売を始めて、
零細企業を経営した友人は一人もいない。
私だけが唯一小さい会社を起こした。そし
て羅針盤のない荒野を歩いて細々とした道
を歩いた。国会議員、官僚、大企業の社員、
役員の世界とは異なり、私の舞台は社会の
大部分を占める庶民の世界だ。だから「チ
エをかしてくれる」ということは、私と話を
すると、社会の大部分を占める庶民の考え
が分かるから為になるという意味なのだと私
は解した。

　もう一つは、『日本経済新聞』の「交遊抄」
だ。これにも古川君は親友として私一人だ
けをあげてくれた。そして、「山本君より一
日早くおさらばすること」と書いている。普
通、立場のある人はこうは書かない。彼は
あくまで率直である一方、男気があった。
　以下が平成18年２月24日付『日本経済新
聞』の「交遊抄」の写しだ。

【交遊抄】―率直な意見
　1960年、旧厚生省に入るため上京した私
は山本悦夫君と知り合った。それまで一面
識もなかったが、九州大学の同窓であるこ
とがわかり、部屋代の都合から阿佐谷の六
畳のアパートに同居することにした。山本君
はその後、民芸品を扱う会社を設立。アジ
アを飛び回った経験もいかしエッセイストに。
　私が厚生事務次官をやめた時、彼は「ア
ジアの実情を自分の目で確かめておけ」と
力説し、旅の案内を買って出た。夫婦二組
での道中、インドネシアのスラム街で道に迷
い、身の危険を感じる事態に。二人の妻を
前に挟んで歩いたが、方位を感じ取る彼の
動物的な勘のお蔭で切り抜けた。
　私が今日までなんとかやってこられたのは
山本君の直言に負うところが大きい。特に
官房副長官になってから彼は厳しい国民の
代表。慣例となった千葉県での家族ぐるみ
の芋掘りでも車中で政策議論に花が咲いた。
「財政支援なき少子化対策は無意味だ」。率
直な意見は極上なこやしとなった。
　副長官を退いた後、再び夫婦そろって南
仏の『旧婚旅行』に出掛けた。私のひそか
な願いは元気いっぱい人生を楽しみ、山本
君より一日早くおさらばすること。彼のいな
い世の中なんて、およそ味気ないと思うから
である。（ふるかわていじろう＝前官房副長
官）

　阿佐谷の六畳一間の狭いアパートで共同
生活をしていた時代、世の中は今のように
物が溢れて豊かな時代ではなかった。単独
では家賃も支払えなかったのだ。食べて行
くのが精いっぱいだった。古川君は残業で
帰るのが遅かった。国会があるときなど事
務机の上で仮眠をとることもあるようで、
帰って来ないこともあった。

　私が夜遅くなるのは、ほとんど居酒屋で
安酒を飲んでいる時くらいだ。金がなかった
ので、旧文芸春秋の元専務藤沢閑二さんが
よく飲みに連れて行ってくれた。ある時、藤
沢さんが開けっ放しの部屋にやって来て「お
い悦夫！起きろ」と布団を剥がした。そこに
は、私ではなく古川君が寝ていた。私が帰っ
て来た時、藤沢閑二さんと古川君の二人は
ウィスキーを飲んでいた。

　古川君は友達思いだった。若気の至りで
喧嘩早い私が手を出しそうになると、必ず
加勢してくれた。二人とも若かったが、今考
えるとひやひやする思いだ。万一間違った
ら、今ある彼はなかったかもしれない。私は
一匹狼だからどうでもよいが、彼は組織人
だ。しかも国家公務員。遅すぎたが、「悪
かったな」と、今、謝れることなら謝りた
い気持ちでいっぱいだ。

　自由奔放に生活する私とは全く正反対に、
公務員として真剣に取り組む古川君を私は
見て来た。ただ目の前の仕事を全力でこな
していく。彼に偉くなろうとか出世しようと
かいうような気持ちが全くないのに気づいた
ことが何度もある。

　９月７日、桐ケ谷斎場で火葬式が行われ
た。花に埋もれてゆく古川君を見ても、人

形を見ているようで、これが彼との最後の
別れとはとても思えない。

　彼は、心臓のペースメーカーの耐用年数
は７年なので95歳で取り換えることになる
が、そこまで生きられたら十分だ。オーラル
ヒストリー（当事者の証言をまとめた記録）
も出来上がったし、公の仕事から全て離れ
て、これからは理津子と旅をして、温泉など
にゆっくり浸かりたいと２、３日前に言って
いたばかりだった。

　心臓以外の病気でこの世をおさらばする
なんてひどすぎる。私も彼を追って行くのが
道というものであろうが、こうして未だにお
めおめと生き延びている。

古川貞二郎は愛国者だった

　お別れの会（献花式）には、列に並んで
花を奉げるつもりだったが、近親者席に座っ
てもらいたいと理津子さんから電話があった。
嬉しかった。秋篠宮妃殿下、福田康夫、小
泉純一郎、森喜朗の元首相を始め各界の著
名人や友人たちの弔問客で２時間以上も途
切れずに献花の列は続いた。

　上皇、上皇后さまからも菊の花が届けら
れた。その横には旭日大綬章の勲章が飾ら
れていた。旭日大綬章は、平成15年の栄典
制度改革以前の勲一等旭日大綬章に該当し、
正三位に叙されるはずだ。将に天皇陛下の
臣、古川貞二郎と言ってよい。大往生だった。
周りの者は大きな喪失感に打ちのめされた
が、彼の人生はほぼ完結したと言ってよい
のかも知れない。

　彼は自分のやれることはもう無い、と公の
仕事はどんどん手仕舞いしていったが、今
年になって、就いた役目があった。それまで
も永く伊勢神宮とは深い関係があったようだ
が、改めて伊勢神宮崇敬会監査役の重責を
引き受けた。

　一週間ほど前にオーラルヒストリーも書き
終え、「俺のやり残したことはほとんどない」
と何度も言ってはいたが、この世を去るに当
たって、彼には一つだけ気掛かりなことが
あったに違いない。それは将来における安
定的な皇位継承問題だ。2005年11月24日、
「皇室典範に関する有識者会議」で女系天
皇を容認する報告書が小泉内閣に提出され
た。古川貞二郎君も有識者会議のメンバー
の一人ではあったが、実質的には、彼が中
心的な役割を果たしたのではないか、と私
は思っている。この「女系天皇を容認する」
内容の報告書は小泉内閣に提出され、そし
て閣議了承された。だが、その後、安倍内
閣に代わった後に棚上げされている。

　時は遡るが、首席内閣参事官として勤務
していた時に、昭和天皇が御崩御遊ばされ、
続く大喪の礼で古川君は実務の責任者を務
めた。この時、天の思し召しと思うほかない
が、不思議な偶然が起きた。宮内庁式部副
長の職にあった友人の中島宝城君が、宮内
庁側の大葬の礼の実務責任者を務めること
になったのだ。中島君は冗談で古川君から
時々、厳しく叱られたとぼやいていた。

（2）ブナの森新聞　令和４年冬号



　古川君は、憲法上の政教分離の原則を逸
脱しないように、国の行事と宗教行事の折
り合いをつけるのに頭を絞って並々ならぬア
イデアを次々と実現していったのだ。二人は
同じ大学の法学部の同期生で親しい友人な
のだが……。

　私も出来の悪い同窓でもあったし、陣中
見舞いを兼ねてよく官舎を訪ねた。天皇陛
下が御病気に伏せられ、ご崩御遊ばされる
までの期間の古川君の心労と献身は周りの
者にしか分からなかったと思う。彼は、殆ど
睡眠も取っていないはずだ。その後も内閣
官房副長官として幾度も国家の危機に遭遇
して、危機を凌いできた。その実務経験か
らも危機管理については、深い見識を身に
つけている。国家危機の最高の専門家と言っ
てもよい。

　古川貞二郎君は、日本国の中心となる柱
は天皇制である、という思いが人一倍強い。
なんとしても天皇家を絶やしてはならない。
だが今の社会的風潮・傾向を考えると未来
永劫に男系による天皇制を維持することは
困難かも知れない。国家の危機管理の立場
から皇位の安定的継承のためには今のうち
に「女性天皇」を法制化しておかなければ
ならない、と考えていたのではないかと思う。
それが心残りで彼は彼岸に渡って行った。

菊花の約

　彼岸に旅立った友、古川貞二郎を想うと、
江戸中期、安永５年（1776）に上方で出版
された上

うえ

田
だ

秋
あき

成
なり

の著書『雨月物語』、「菊
きっ

花
か

の約
ちぎり

」の段を読み返されずにはいられない。

　「菊花の約」の中に、主人公の丈
はせ

部
べ

左
さ

門
もん

が、
後で義兄弟となった赤

あか

穴
な

宗
そう

右
え も ん

衛門と出会う
場面がある。その時、宗右衛門は、はやり病、

（恐らくコロナだろう）、に罹って床に臥せて
いて、病を恐れた人々は誰も寄り付かないと
いう有様だった。

　丈部左門は「人の命には、天の定めとい
うものがある。だいたい疫病には一定の日数
というものがある。その間を過ぎてしまえば
生命に差しさわりがない」と、付き添って甲
斐甲斐しく病の介護をした。お蔭で赤穴宗
右衛門は回復に至る。

　二人は、離別の際、重
ちょう

陽
よう

の節に再び会お
うという約束をした。ところが、その秋、出
雲に逗

とう

留
りゅう

していた赤穴宗右衛門は、藩のお
家騒動に巻き込まれ、出立できなくなった。
宗右衛門は自害して「一日千里を往く」魂
となって、重陽の節の、その日に左衛門のも
とに戻り約束を果たした。

　「菊花の約」には、「柳は春に芽を出し、
夏には青々とした葉を茂らすが、秋には葉を
散らし、冬には枯れる。しかし、それでも春

になると芽を出し、葉を茂らすからまだまし
だ。ところが軽薄な人は一度去ったら二度
と戻ってこない」と、いう一節もある。古川
貞二郎はこの言葉とは全く逆、情の厚い男
だった。

　彼は、佐賀鍋島藩の「葉隠四誓願」を終
生、実践し、己の美学を全うして去って行っ
た。私が先に逝くと思っていたのに、どうし
てこういう事になったのか。

　10月22日、佐賀の菩提寺で行われた本葬
に参列した。今から60年前、私たちが初め
て社会に出た時代、東京から佐賀までは、
24時間、一昼夜かかった。21世紀になって
すべては変わった。空を飛ぶ矢より早く目的
地に着くことが出来るようになった。私は、
東京を朝発って、昼前には九州に着き、長
い列に連なり友の霊前に焼香した。

　古川貞二郎さんと
　　　　　ブナの森新聞

　古川貞二郎さんは山形の個人媒体で
ある「ブナの森新聞」に何度も寄稿し
て下さり、とても光栄なことでした。
薬局の地域活動として地道に続けてい
る点を評価して下さったと思います。
また、電話をいただくたびにほぼ毎回、
「あなたはいい仕事をしているねえ」
と声をかけて下さいました。新聞の内
容に関しても一定の評価をいただけて
いると考えうれしかったです。

　接点があったのは、私が業界紙の記
者として厚生省（現在は厚生労働省）
の記者クラブ「厚生日比谷クラブ」に
出入りしていた時です。平成４年に古
川さんが保険局長に就任された際に局
長室で行われた就任会見に日比谷クラ
ブの一員として末席を汚したことがあ
りました。名刺交換はさせていただき
ましたが、古川さんが私をおぼえてい
らっしゃるはずもありません。

　私は業界紙の記者を退職後、山形で
薬剤師として働き、平成29年暮れか
ら新聞発行を始めました。数年が経ち、
政治の世界では官邸主導政治が続いて
いましたので、政治家と官僚の関係は
どうあるべきか、官房副長官を長く務
められた古川さんに書いていただけな
いものか、手紙と過去の新聞を郵送さ
せていただきました。

　可能性は低いと考えていましたが、
すぐに古川さんから電話をいただき、
原稿を書いてもいいですよと、ただ、
今の政権のことは書けないので自分が
経験した当時のことならば、というこ
とで原稿を書いていただきました。（令
和３年春号・夏号「総理官邸と政官の
ありかた（前編・後編）」）

　その後も「いつでも穴埋めの原稿を
かきますから」と、優しい言葉をかけ
ていただきましたが、そこまで調子に
のるわけにもいきません。数年したら
またお願いしてみようと考えていまし
た。

　今年（令和４年）はじめに、電話を
いただきお話させていただいた時、「ぼ
くの書くものは固い内容になってしま
うけど、それでよければ書きますよ」
とおっしゃって下さいました。このよ
うなテーマでとお願いさせていただく
と、しばらくして「この内容で読者の
人は興味を持つかなあ？遠慮なく言っ

てください」とやりとりをさせていた
だきました。

　そして３回シリーズの「未来の日本
にのこしたいこと」を書いていただく
ことになりました（令和４年春号「沖
縄問題を振り返る」、令和４年夏号「私
が関わった印象深い社会保障制度改
正」）。第３回の原稿はこの令和４年冬
号に掲載させていただく予定でした。
奥様の理津子さんによると冬号に原稿
を書くことを楽しみにされていた、と
のことです。どんな内容になったので
しょう。

　夏号を発行してまもなく、保健所か
らの紹介で沖縄の女子高生が、引率の
先生といっしょに新型コロナウイルス
の抗原検査と検査キットを購入するた
め薬局にいらっしゃいました。沖縄の
方とうかがっていましたので、受付の
時に、よい機会だと考えブナの森新聞
をお渡ししました。15分ほどで結果
がでて女子高生に声をかけたところ、
それが聞こえないほど貞二郎さんの沖
縄の記事を読むのに没頭していました。

　令和３年に原稿を郵送で送っていた
だいた際には、電話もいただき、お話
させていただいた内容を原稿にとりこ
んで書き直されたものをメールで送り
なおしていただきました。その時の
メールには、自分メールをやらないの
で妻のパソコンからの送信です、とい
う文章がそえられていました。

　その後奥様の理津子さんと時々メー
ルでやりとりをさせていただいていま
す。貞二郎さんは以前から理津子さん
に「お前より先に死にたい」と話され
ていたそうです。ですが、あまりにも
突然のことでした。

　理津子さんが救急車を呼んだあと、
貞二郎さんはお気に入りのワイシャツ
を着て、しっかりジャケットも羽織ら
れたそうです。そこまでしなくても、
と声をかけると「これでいい」と答え
られたそうで、理津子さんは武士が出
かけていく姿を見るようだったと振り
返られています。

　病室前で交わされた
「新聞ある？」
「新聞は持ってこなかった」

が最後の会話だったといいます。

　頑張ってね、と声をかけ理津子さん
はいったんご自宅に戻り、翌日持って
いく着替えなどの準備を済ませてから
休もうかと考えていると、午前２時過
ぎに病院から急変の連絡、すぐにタク
シーで駆けつけたものの、最期には立
ち会えなかったそうです。明け方には
ニュースが流れてしまったためにあわ
ただしい中でのお別れになってしまっ
たようです。

　官房副長官をおつとめの頃はいつで
も総理官邸にかけつけられる体制をと
られていたはずですので、当時のお休
みについて今回改めて理津子さんにう
かがってみました。宿泊をともなうよ
うなお二人一緒の旅行は数回しか行っ
た記憶がないということです。5月の
大型連休時には多少休みをとることが
できたそうで、千葉の畑に行って、サ
ツマイモやピーナツ、夏野菜などの植
え付け作業をお二人で一緒にすること
を楽しみにされていたということです。

　貞二郎さんはそうした休みがないこ
とも、自分は責任のある立場にあるの
で当然のことと考えていたのでは、と
話されます。一方理津子さんご自身は、
ご姉妹やお母さまが一緒に外国へ旅行
に行かれるのをうらやましく思ったこ
ともあったといいます。しかし、「主
人の毎日をサポートするのが私の役目
と思っていましたから、一緒に働いて
いる気分でした」と振り返っておられ
ます。

　この夏のご夫婦のほほえましいやり
取りです。今年から貞二郎さんの晩酌
に理津子さんもコップ一杯だけつきあ
うことになり、ある暑い日に枝豆をお
つまみに理津子さんがごくごくとビー
ルを飲みほすと、貞二郎さんが「おい
しそうに飲むねえ」と感心されたそう
です。

　ゆっくりお休みください。
　古川貞二郎さんのご冥福をお祈りい
たします。

　　　　　ブナの森新聞　鈴木　康久

「古川貞二郎さんと理津子さん　
                 　　　　　　　　　京都 永観堂にて 2018年11月16日」

ブナの森新聞　令和４年冬号（3）



　
五
月
初
旬
の
あ
る
朝
、
高
校
の
先
輩
で
畏い

友ゆ
う
の
橋
本
謙
治
さ
ん
か
ら
突
然
お
電
話
を
い

た
だ
い
た
。

　
何
事
だ
ろ
う
と
思
っ
た
ら
「
東
京
と
佐
賀
」

に
一
文
を
書
い
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。
先
輩

の
頼
み
に
は
逆
ら
え
な
い
と
お
受
け
し
、
母

校
九
州
大
学
の
入
学
式
に
出
席
し
た
機
会
に

久
方
ぶ
り
に
佐
賀
に
帰
っ
た
の
で
、
こ
の
た

び
の
帰
郷
を
と
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
四
月
の
初
め
、
二
年
半
ぶ
り
に
帰
佐
し
た
。

昭
和
三
五
年
（
一
九
六
〇
年
）
一
月
東
京
に

で
て
き
て
六
二
年
に
な
る
が
、
こ
ん
な
に
長

い
間
帰
ら
な
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。

　
そ
れ
ま
で
は
総
理
官
邸
勤
務
な
ど
特
別
な

時
期
を
除
い
て
少
な
く
と
も
年
に
二
度
は
帰

佐
し
て
い
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
メ
モ
用
の

日
誌
で
確
認
し
た
ら
、令
和
元
年
（
二
〇
一
九

年
）
一
一
月
一
一
日
に
開
催
さ
れ
た
佐
賀
県
主

催
の
島
義
勇
（
ブ
ナ
の
森
注
：
佐
賀
藩
士
）

銅
像
建
立
一
周
年
記
念
祭
に
出
席
す
る
た
め

佐
賀
に
帰
っ
た
の
が
最
後
で
あ
る
。

　
上
天
気
の
中
、
青
空
の
下
で
挙
行
さ
れ
た

記
念
式
典
に
出
席
し
、
植
樹
の
行
事
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
泊
り
は
、
い
つ
も

の
よ
う
に
実
家
同
然
に
し
て
い
る
佐
賀
市
大

和
町
の
妹
今
泉
ヒ
サ
宅
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
ほ
ぼ
二
年
あ
ま
り
、
新
型
コ
ロ

ナ
の
感
染
拡
大
で
万
一
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
っ
て
は
と
考
え
、
佐
賀
行
き
を
遠
慮
し

て
い
た
。
そ
れ
が
昨
年
の
暮
、
九
州
大
学
の

石
橋
総
長
か
ら
四
月
五
日
の
入
学
式
に
ぜ
ひ

来
賓
と
し
て
出
席
し
挨
拶
し
て
欲
し
い
旨
の

依
頼
を
受
け
た
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
が
続
い
て
い
れ
ば
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
お
願
い
す
る
が
、
で
き

れ
ば
出
か
け
て
き
て
新
入
生
に
直
接
語
り
か

け
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。
私
も
折
角
な
ら
新

入
生
の
前
で
話
を
し
た
い
と
思
っ
た
。
幸
い

な
こ
と
に
コ
ロ
ナ
感
染
も
大
事
に
至
ら
ず
出

席
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
う
と
決
ま
れ
ば
入

学
式
の
後
佐
賀
に
も
足
を
の
ば
し
、
先
祖
の

墓
参
り
に
行
っ
て
こ
よ
う
と
考
え
た
。

　
さ
ら
に
折
角
の
機
会
を
活
用
し
て
入
学
式

の
前
日
の
夕
方
、そ
の
昔
、春
日
国
民
学
校（
今

は
小
学
校
）
や
新
制
の
春
日
中
学
校
で
共
に

学
ん
だ
福
岡
在
住
の
宮
木
英
幸
君
（
元
九
州

情
報
大
学
教
授
）
や
香
月
隆
君
（
放
送
作
家
）

と
三
人
で
一
夕
を
楽
し
む
こ
と
に
し
よ
う
と

思
い
立
っ
た
。

　
歓
談
の
場
所
は
、
宮
木
君
が
西
鉄
高
宮
駅

か
ら
す
ぐ
近
く
に
行
き
つ
け
の
小
料
理
屋
が

あ
る
と
い
う
の
で
そ
こ
に
し
た
。
と
て
も
感

じ
の
い
い
店
で
、
値
段
の
割
に
新
鮮
な
魚
介

類
を
材
料
に
あ
れ
こ
れ
お
い
し
い
料
理
を
だ

し
て
く
れ
て
話
が
は
ず
ん
だ
。

　
三
人
と
も
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
の

秋
口
の
生
ま
れ
で
間
も
な
く
ほ
ぼ
同
じ
時
期

に
八
八
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、

普
段
は
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
叶
わ
な
い
仲

間
だ
け
に
、
話
は
少
年
時
代
の
話
か
ら
昨
今

の
社
会
情
勢
ま
で
広
汎
に
及
び
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。

　

翌
四
月
五
日
は
、
九
州
大
学
の
入
学
式
。

場
所
は
、
福
岡
市
の
西
の
郊
外
、
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス
の
椎
木
講
堂
。
博
多
駅
近
く
の
ホ
テ

ル
ま
で
タ
ク
シ
ー
が
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

　

式
典
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
時
間
を
短
縮

し
、
学
生
た
ち
の
座
席
も
間
隔
が
と
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
共
創
学
部
や
法
、
経
の
学
部
の
学

生
約
一
〇
〇
〇
人
を
第
一
部
、
医
、
工
な
ど

の
学
部
の
学
生
約
一
〇
〇
〇
人
を
第
二
部
と

い
う
よ
う
に
二
回
に
分
け
、
壇
上
で
話
を
す

る
の
は
訓
辞
を
す
る
石
橋
総
長
と
来
賓
祝
辞

の
私
の
二
人
だ
け
。
あ
と
は
、
新
入
生
総
代

の
誓
詞
朗
読
と
壇
上
の
部
局
長
な
ど
の
紹
介
。

　
結
局
、
私
は
一
部
と
二
部
の
式
典
の
二
回
、

同
じ
よ
う
な
話
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大

要
を
紹
介
す
る
と
、次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

私
が
九
大
（
法
学
部
）
に
入
学
し
た
の
は

昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
年
）
四
月
、
今
か

ら
六
八
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
昔
の
卒
業
生
の
私
に
声
を
か
け
た

石
橋
総
長
の
意
図
は
、
超
高
齢
な
が
ら
今
も

現
役
に
近
い
社
会
活
動
を
し
て
い
る
私
に
対

し
、
長
年
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
の
中
で
私

が
最
も
大
事
だ
と
思
う
も
の
を
新
入
生
の
皆

さ
ん
に
伝
え
て
欲
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
私
は
、
伝
え
た
い
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
中
か
ら
絞
り
に
絞
っ
て
三
つ
の
大
事

な
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
に
し
た
。

　
第
一
は
、
拠
っ
て
立
つ
原
点
を
持
つ
こ
と
、

つ
ま
り
自
分
の
拠
り
所
と
な
る
も
の
を
持
つ

こ
と
の
大
切
さ
で
あ
る
。
私
の
原
点
は
、「
逃

げ
な
い 

諦
め
な
い 

道
は
開
け
る 

」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
私
が
散
々
苦
労
し
て
厚
生
省
（
現

厚
生
労
働
省
）
に
入
っ
た
折
の
厳
し
い
経
験

か
ら
得
た
私
の
信
条
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。
今
日
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
結
局
、
こ

の
信
条
が
ず
っ
と
私
の
長
い
人
生
を
支
え
て

き
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

第
二
に
大
切
な
こ
と
は
、
世
の
中
の
こ
と

に
常
に
関
心
を
持
ち
、
少
し
で
も
疑
問
に
思

う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
自
分
自
身
の
頭
で
何
故

そ
う
な
の
か
を
考
え
る
習
慣
を
で
き
る
だ
け

早
く
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
席
巻
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
国

際
社
会
の
平
和
が
深
刻
な
危
機
に
直
面
し
、

ま
た
、
先
端
科
学
技
術
な
ど
の
進
歩
に
よ
り

社
会
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
今

日
、
こ
の
よ
う
な
混
迷
と
変
化
の
時
代
に
は
、

特
に
各
種
の
事
象
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
自

分
自
身
の
頭
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
時
代
の
変
化
に
つ
い
て

い
け
な
い
。

　
第
三
は
、
プ
ラ
ス
思
考
の
大
切
さ
で
あ
る
。

人
生
は
山
あ
り
谷
あ
り
と
言
わ
れ
る
が
、
誰

で
も
得
意
の
時
も
あ
れ
ば
失
意
の
時
も
あ
る
。

　
私
は
高
校
時
代
、
市
場
出
し
を
し
て
い
て

当
時
貴
重
な
自
転
車
を
盗
ま
れ
た
こ
と
が
あ

る
。
申
訳
な
く
て
う
な
だ
れ
る
私
に
向
か
っ

て
、
母
は
「
自
転
車
を
盗
ま
れ
た
ぐ
ら
い
で

怪
我
を
し
な
く
て
良
か
っ
た
」
と
言
い
、ま
た
、

怪
我
し
た
と
き
は
「
こ
の
程
度
の
怪
我
で
済

ん
で
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
小
渕
総
理
は
国
会
演
説
で
、
コ
ッ
プ
半
分

の
水
を
「
ま
だ
半
分
あ
る
、
も
う
半
分
し
か

な
い
。
ど
う
考
え
る
か
」と
国
民
に
問
い
か
け
、

「
ま
だ
半
分
あ
る
。
元
気
を
だ
そ
う
よ
」
と

励
ま
し
た
。

　
私
は
困
難
に
遭
遇
し
た
時
、
厚
い
雲
の
上

に
も
青
空
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
信
じ
、

プ
ラ
ス
思
考
で
何
と
か
切
り
抜
け
て
き
た
。

　
要
は
ど
ん
な
時
も
プ
ラ
ス
思
考
で
前
向
き

に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
私
は
壇
上

か
ら
約
二
〇
〇
〇
人
の
新
入
生
に
事
例
を
挙

げ
て
語
り
か
け
な
が
ら
、
気
持
ち
は
学
生
一

人
一
人
に
真
剣
に
向
き
あ
っ
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
た
。

　
東
京
に
帰
っ
て
か
ら
石
橋
総
長
か
ら
直
筆

の
お
手
紙
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
事
務
を
担

当
し
て
く
れ
た
女
子
職
員
か
ら
も
メ
ー
ル
を

も
ら
っ
た
。

　
メ
ー
ル
に
は
「
学
生
同
様
、
私
も
前
の
め

り
に
な
っ
て
お
話
を
聴
き
感
銘
し
ま
し
た
」

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
半

ば
以
上
お
世
辞
に
し
て
も
、
私
に
と
っ
て
は

と
て
も
嬉
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

　
私
の
言
葉
は
今
は
ま
だ
人
生
経
験
の
少
な

い
新
入
生
の
耳
に
は
な
か
な
か
届
き
に
く
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
将
来
、
仕
事
で
苦
労
し

た
折
な
ど
「
あ
の
時
、
古
川
先
輩
が
伝
え
た

か
っ
た
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
」

と
何
人
か
は
き
っ
と
気
付
い
て
く
れ
る
も
の

と
信
じ
て
い
る
。

　
何
と
か
二
回
に
及
ぶ
式
典
を
終
え
、
石
橋

総
長
な
ど
に
見
送
ら
れ
て
椎
木
講
堂
を
後
に

し
、
福
岡
空
港
ま
で
タ
ク
シ
ー
で
行
き
、
そ

こ
か
ら
高
速
バ
ス
で
妹
宅
に
向
っ
た
。

　

少
し
遅
め
の
夕
食
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
山

菜
な
ど
私
の
好
物
を
よ
く
知
っ
て
い
る
妹
の

お
い
し
い
手
料
理
が
並
ん
で
い
て
嬉
し
か
っ
た
。

　
翌
六
日
朝
、
上
天
気
の
中
を
妹
の
長
男
の

寛
君
の
車
で
妹
た
ち
と
お
墓
参
り
に
出
か
け

た
。
道
順
を
考
え
、
ま
ず
大
和
町
北
原
に
あ

る
常
立
寺
を
訪
ね
た
。
こ
こ
に
は
、
義
兄
夫

婦
が
眠
っ
て
い
る
。

　
義
兄
は
私
の
従
兄
に
あ
た
る
が
、
古
川
家

に
子
ど
も
が
生
ま
れ
な
い
た
め
養
子
に
き
て
、

そ
の
後
義
姉
の
家
に
婿
養
子
に
入
っ
て
い
る
。

義
姉
は
、
私
が
新
制
春
日
中
学
時
代
の
音
楽

の
教
師
で
、
今
か
ら
約
一
年
前
、
九
五
歳
で

亡
く
な
っ
て
い
る
。

　
義
兄
は
、
私
が
東
京
を
離
れ
ら
れ
な
い
官

房
副
長
官
時
代
に
亡
く
な
っ
た
り
、
義
姉
は

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
私
は

い
ず
れ
の
葬
儀
に
も
出
席
し
て
い
な
い
。

　
こ
の
た
び
よ
う
や
く
墓
参
り
が
で
き
、や
っ

と
肩
の
荷
が
下
り
た
気
が
し
た
。
な
お
義
兄

夫
婦
の
こ
と
は
、
先
年
、
文
芸
春
秋
企
画
出

版
部
か
ら
出
し
た
拙
著
「
鎮
魂
ハ
ル
の
生
涯
」

に
詳
し
く
記
し
て
い
る
。

　
常
立
寺
の
次
は
、
佐
賀
市
内
金
立
町
千
布

に
あ
る
浄
円
寺
。
こ
こ
に
は
妹
の
つ
れ
合
い

の
今
泉
正
巳
さ
ん
が
眠
っ
て
い
る
。
佐
賀
農

芸
高
校
（
現
高
志
館
高
校
）
の
校
長
を
務
め

た
農
業
の
専
門
家
だ
。
私
の
千
葉
大
網
の
畑

の
甘
藷
の
苗
は
、
正
巳
さ
ん
が
自
宅
の
庭
の

一
角
に
苗
床
を
つ
く
り
育
て
た
苗
だ
っ
た
。
そ

の
苗
は
、大
網
の
畑
で
立
派
な
甘
藷
と
な
っ
た
。

　
私
が
副
長
官
の
頃
は
、
大
網
で
獲
れ
た
甘

藷
を
た
く
さ
ん
総
理
官
邸
に
持
参
し
、
官
邸

の
厨
房
で
焼
き
芋
に
し
て
も
ら
っ
た
。

　
女
子
職
員
を
中
心
に
官
邸
の
職
員
た
ち
が

「
お
い
し
い
、
お
い
し
い
」
と
言
っ
て
食
べ

て
く
れ
た
。
橋
本
総
理
か
ら
も
「
て
ん
ぷ
ら

に
し
て
食
べ
た
よ
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
た
。

　
ま
た
午
後
一
〇
時
頃
か
ら
自
宅
で
行
っ
て

い
た
古
川
番
の
記
者
さ
ん
た
ち
と
の
懇
談
で

は
、
焼
き
芋
は
大
変
好
評
だ
っ
た
。
く
ず
芋

ば
か
り
に
な
っ
た
ら
、
妻
が
刻
ん
で
油
で
揚

げ
、
胡
麻
を
ま
ぶ
し
て
大
学
芋
に
し
て
出
し

て
く
れ
た
。
お
腹
の
空
い
た
若
い
記
者
さ
ん

た
ち
は
、
と
て
も
喜
ん
で
く
れ
た
。
今
で
も

会
え
ば
話
題
に
な
る
。

　
浄
円
寺
に
は
、
前
住
職
の
田
代
祐
照
先
生

も
眠
っ
て
お
ら
れ
る
。
副
長
官
を
辞
め
て
間

も
な
い
頃
、
中
学
生
に
よ
る
大
和
町
未
来
会

議
に
招
か
れ
、
話
を
し
た
り
、
中
学
生
た
ち

と
昼
食
を
と
り
な
が
ら
の
懇
談
会
に
も
で
た
。

未
来
会
議
の
主
宰
者
の
一
人
が
田
代
先
生
で

以
来
親
し
く
し
て
い
た
が
、
残
念
な
こ
と
に

先
年
旅
立
た
れ
た
。

　
久
方
ぶ
り
に
お
会
い
し
た
奥
様
と
先
生
の

思
い
出
を
語
り
、
境
内
に
そ
び
え
た
つ
樹
齢

何
百
年
の
大
銀
杏
を
見
上
げ
、
生
前
大
銀
杏

の
由
来
を
熱
心
に
説
明
し
て
下
さ
っ
た
故
人

を
偲
ん
だ
。

　
ま
た
偶
然
の
こ
と
だ
が
、
浄
円
寺
の
今
泉

家
の
隣
は
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
同
じ
集
落
の

小
林
家
の
墓
で
、こ
こ
に
美
代
子
さ
ん
が
眠
っ

て
い
る
。「
鎮
魂
ハ
ル
の
生
涯
」
に
書
い
た
幼

友
だ
ち
の
み
ほ
ち
ゃ
ん
で
あ
る
。

　
墓
碑
を
み
る
と
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三
六

年
）
七
月
三
日
に
短
い
生
涯
を
閉
じ
て
い
る
。

享
年
三
歳
。
私
が
生
後
一
年
十
か
月
の
時
に

あ
た
る
。
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
残
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
母
か
ら
「
い
つ
も
二
人
で
仲
良
く

遊
ん
で
い
た
」
と
聞
い
て
い
た
せ
い
か
、
不

思
議
な
な
つ
か
し
さ
を
覚
え
た
。

　
最
後
に
菩
提
寺
で
あ
る
市
内
兵
庫
町
下
渕

の
妙
常
寺
に
お
参
り
し
た
。
二
年
半
ぶ
り
の

墓
参
り
と
あ
っ
て
、
心
の
中
で
詫
び
な
が
ら

妹
た
ち
と
み
ん
な
で
心
を
こ
め
て
掃
除
を
し
、

墓
碑
に
水
を
か
け
、
妹
宅
の
庭
に
咲
い
て
い

た
色
と
り
ど
り
の
美
し
い
花
を
飾
っ
た
。

　
線
香
の
良
い
匂
い
が
漂
っ
て
い
た
せ
い
か
、

清
々
し
い
気
分
に
満
た
さ
れ
て
い
る
の
を
感

じ
た
。
元
気
に
寺
の
ま
わ
り
の
草
と
り
を
し

て
お
ら
れ
た
住
職
に
も
、
久
し
ぶ
り
に
お
目

に
か
か
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
妙
常
寺
の
あ
と
、
寛
君
が
昼
食
に
佐
賀
駅

近
く
の
グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
の
名
物
に
な
っ

て
い
る
シ
シ
リ
ア
ン
ラ
イ
ス
を
ご
馳
走
す
る

と
言
う
の
で
み
ん
な
で
出
か
け
た
。

　

初
め
て
食
し
た
が
、
な
か
な
か
の
味
だ
。

佐
賀
ら
し
く
新
鮮
な
野
菜
が
い
っ
ぱ
い
盛
ら

れ
て
い
て
、
少
し
お
し
ゃ
れ
。
健
康
に
も
良

さ
そ
う
だ
。
心
に
か
か
っ
て
い
た
三
つ
の
お

墓
参
り
を
す
べ
て
済
ま
せ
た
こ
と
も
料
理
の

お
い
し
さ
と
無
縁
で
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

グ
ラ
ン
デ
は
が
く
れ
を
出
る
と
き
、
支
配

人
の
方
が
「
も
し
や
古
川
さ
ん
で
は
？
」
と

声
を
か
け
て
下
さ
っ
た
。
私
の
こ
と
を
よ
く

知
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
佐
賀
を
出
て

六
二
年
、
旧
知
で
も
な
い
方
に
声
を
か
け
ら

れ
て
今
も
自
分
が
佐
賀
に
し
っ
か
り
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
素
直
に
嬉
し

く
思
っ
た
。

　
か
く
し
て
私
の
二
年
半
ぶ
り
の
帰
郷
の
旅

は
、
上
々
の
首
尾
で
終
わ
っ
た
。
芭
蕉
の
句

に
「
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
い
出
す
桜
か
な
」

と
い
う
の
が
あ
る
。
私
の
こ
の
た
び
の
帰
郷

は
桜
の
季
節
を
少
し
過
ぎ
て
い
た
が
、
亡
き

人
た
ち
を
含
め
て
多
く
の
人
々
と
向
き
合
い
、

さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
を
振
り
返
る
と
て
も
い
い

旅
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
あ
ら
た
め
て
、
感

謝
の
念
を
深
く
し
て
い
る
こ
の
頃
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
元
内
閣
官
房
副
長
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
市
大
和
町
出
身

二
年
半
ぶ
り
の
帰
郷
に
思
う

〜
さ
ま
ざ
ま
の
こ
と
思
い
出
す
桜
か
な
〜

古
川
　貞
二
郎

東
京
佐
賀
県
人
会
誌
「
東
京
と
佐
賀
」
令
和
４
年
盛
夏
号
よ
り
。
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
転
載
し
ま
す
。

（4）ブナの森新聞　令和４年冬号



　2022年の日本の重大ニュースは、
日本政界に君臨した安倍晋三元首相が
参院選の演説中に銃撃され急逝したこ
とを機に、自民党と旧統一教会の長年
にわたる癒着が白日の下にさらされた
ことだろう。岸田内閣の支持率を続落
させる起点となったこの問題を、自民
党は年末の「被害者救済法」成立で幕
引きしようとしている。

どう見ても骨抜きの内容

　この法律は「ないよりマシという程
度のもの。これで救済の幅が広がった
とは到底言えない」（全国霊感商法対
策弁護士連絡会・山口広弁護士）とい
うシロモノだった。救済されるのは法
律の施行後に悪質な寄付勧誘などで被
害にあった人に限られる。これまで旧
統一教会の被害にあった人は「対象外」
なのだ。これで「被害者救済法」と呼
べるのか。骨抜き法案というほかない。

野党との連携を模索する
岸田首相

　自民党でもとりわけ旧統一教会と濃
密な関係を続けてきた最大派閥・清和
会（安倍派）や、創価学会への波及を
恐れる連立与党の公明党は、当初から
「被害者救済法」に及び腰だった。し
かしこの問題を放置したら世論の批判
は収まらない。岸田首相は立憲民主党
と水面下で連携して法案づくりを進め、
清和会と公明党を押さえ込もうとした。
そこで自民、公明、立憲、維新４党の
実務者協議を立ち上げたのである。

財務省も暗躍

　これに便乗したのが財務省だった。
安倍・菅政権で冷遇された財務省は、
池田勇人、大平正芳、宮澤喜一ら大蔵
OB の首相を輩出してきた宏池会（岸
田派）政権が約30年ぶりに誕生して
歓喜に包まれた。しかも安倍氏急逝で
自民党のキングメーカーに躍り出た麻
生太郎副総裁は財務相を９年近く務め
た財務省の後見人だ。

消費税を上げるチャンスだ

　一方の立憲は21年夏の参院選に惨
敗し、岡田克也幹事長－安住淳国会対
策委員長の緊縮財政派重鎮が復権して
党運営を掌握。民主党政権末期の
2012年、当時の野田佳彦首相（現・
立憲最高顧問）と自民党の谷垣禎一総
裁（宏池会を源流とする谷垣グルー
プ）が財務省の仲介で消費税増税を合
意して以来、与野党合意で消費税増税
を決める千載一遇の好機が再来したの
である。

まさかの大連立か？

　ミスター消費税と呼ばれる野田元首
相は岸田首相が世論の反対を振り切っ
て実施した安倍国葬に参列し、安倍追
悼の国会演説も引き受け、宏池会と立
憲の連携機運は高まった。野田元首相
を首班に担いで消費税増税を進める大
連立構想まで浮上したのである。

ちょっと待て！
そうはさせないぞ。

　宏池会と立憲の急接近に警戒感を強
めたのは清和会と公明党だった。これ

に非主流派に転落していた菅義偉前首
相や二階俊博元幹事長が加わり「岸田
包囲網」が瞬く間に広がった。麻生派・
岸田派の３閣僚にスキャンダルや失言
問題が浮上すると与党内からも更迭論
が噴出し、岸田内閣は閣僚辞任ドミノ
に追い込まれた。

ポスト岸田の座は手放さないと
茂木幹事長は「立憲外し」を仕掛ける

　ポスト岸田を狙う茂木敏充幹事長も
宏池会と立憲の急接近に危機感を抱い
た。大連立構想が進むと自分は首相の
座から遠のく。茂木氏は自公立維の４
党協議を露骨に軽視し、立憲と袂

たもと
を分

わ

かった国民民主党を引き込んで自公国
３党協議を別に立ち上げ、「立憲外し」
を仕掛けた。維新執行部と会談して立
憲との分断を図った。

あっさり白旗を上げた岸田首相

　岸田首相はあっさり白旗をあげた。
麻生氏、茂木氏、菅氏ら実力者と次々
に会談し、立憲との連携は棚上げして
党内融和を優先する考えを伝え、政権
延命への協力を求めたのである。ここ
からの岸田首相は「ベタ折れ」だった。
清和会が主張していた原発推進や防衛
費増額、敵基地攻撃能力（反撃能力）
保有を次々に容認。財務省が想定して
いた25兆円の補正予算も清和会の意
向を受け入れて29兆円に増額した。

政局を優先した
泉立憲民主党代表

　被害者救済法案も骨抜きとなった。
維新や国民は岸田首相が党内融和に傾
いたとみるや、立憲に先駆けて「骨抜
き法案」への賛成を表明。立憲は「政
局よりも被害者救済を優先する」（泉
健太代表）と強気の姿勢を示していた
にもかかわらず、最後は「維新と賛否
が割れて国会での共闘が崩れるわけに
はいかない。与野党協議の枠外に追い
出されるのも困る」（幹部）という政
局判断を優先し、「骨抜き」を承知で
賛成に転じたのである。

結果的に「誰も救わない」
被害者救済法が成立

　この結果「誰も救わない法律」と酷
評された被害者救済法案は、自民、公
明、立憲、維新、国民５党の圧倒的多
数の賛成で可決・成立した。５党の衆
院議席保有率は95% に達する。被害
弁護団が「実効性がない」と批判し、
世論も厳しい目を向ける法案が、国会
最終盤に衆参あわせて５日審議しただ
けで、ほぼ「満場一致」で成立してし
まったのだ。

これでは５党談合政治だ

　自民がまずは維新と国民を引き込み、

立憲が取り残されたくないとばかりに
後を追う。被害者救済法の成立過程は、
野党が与党になし崩し的に譲歩を重ね
てすり寄っていく「５党談合政治」の
出現を物語る。

野党なしの
大政翼賛体制に向かうのか？

　立憲は維新を「自公の補完勢力」と
批判してきたが、今や立憲自身も「自
公の補完勢力」に加わってしまったの
だ。立維国３党は「野

や
党」と「与

よ
党」

の中間に位置する「ゆ党」と呼んだほ
うが適切だろう。国会が与党一色に染
まる「大政翼賛体制」の足音が着実に
迫っている。

敵基地攻撃能力の保有
 →賛成に傾く

　この流れが加速する予兆はすでに現
れている。維新が敵基地攻撃能力の保
有に賛成したことを受けて立憲の外
交・安保戦略プロジェクトチームの会
長を務める玄葉光一郎元外相は賛成の
方向でまとめる意欲を示した。

原発新増設・運転期間延長 
 →賛成論広がる

　維新が支持する原発新増設や運転期
間延長についても立憲内では賛成論が
広がり始めた。憲法の専守防衛を逸脱
する敵基地攻撃能力の保有も、福島第
一原発事故を反省して掲げた脱原発を
否定する原発推進政策も、立憲民主党
の結党理念を否定する重大決断だ。

立憲民主党は憲法も
民主主義もすててしまうのか？

　立憲は「維新との共闘は崩せない」
「与野党教護の枠組みから外されたく
ない」という政局判断を優先し、日本
の民主主義の行方を左右するルビコン
川を渡ろうとしている。

岸田首相の配慮もあり
攻勢をかけた立憲だったが

　立憲は22年秋〜冬の臨時国会で、
旧統一教会との癒着が発覚した山際大
志郎氏ら閣僚に加え、差別発言を繰り
返してきた杉田水脈・総務政務官らを
国会で激しく追及した。岸田首相は立
憲との連携を重視し、３閣僚の更迭に
応じるなど配慮をみせてきた。

一転党内融和に舵をきられて
なすすべなし

　しかし被害者救済法の成立で局面は
一変した。岸田首相は自民党内の融和
路線に転じ、茂木氏ら自民党執行部は
維新や国民を最初に引き込んで立憲を
後から追従させる「５党談合政治」の
仕組みに味を占めた。立憲はいまのと
ころそれに抗うすべがない。

――わたしたちのくらしを守るため政治・
　　　　　　　　　　　　　政治家を見張っていこう
――わたしたちのくらしを守るため政治・
　　　　　　　　　　　　　政治家を見張っていこう

ドラマ 面白のようにのように いいSamejima
Times

鮫島さんの政治・政局解説

「被害者救済法」で幕引きか？
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大政翼賛政治のはじまりか？

強力な野党勢力結集を!!
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足元をみられ公明党も
維新も譲歩を重ねることに

　公明党も維新や国民に連立パート
ナーの座を奪われることを恐れて自民
党に譲歩を重ねていくだろう。防衛費
増額や敵基地攻撃能力の保有を早々に
容認したのはその前兆だ。

自民党に屈服した岸田首相
＋野党分断工作に陥落した立憲

＝制御不能な政治状況

　岸田首相は自民党に屈服し、立憲は
自民党の野党分断工作に陥落した。清
和会をはじめ自民党内の諸勢力がそれ
ぞれ身勝手な主張を声高に掲げ、政界
全体がそれに引きずられていく、何と

も怪しげな制御不能の政治状況が出現
したのである。防衛費の財源確保をめ
ぐって岸田首相が打ち出した増税方針
にも、自民党内ばかりか閣内からも公
然と異論が噴出している。

１日でも長く
首相のいすに座っていたい

　岸田首相に自民党を抑え込む力はな
い。さりとて衆院解散・総選挙を断行
し、求心力を取り戻す胆力を持ち合わ
せているようにも見えない。岸田首相
は23年５月に地元・広島で開催する
G ７サミットの議長役に並々ならぬ
意欲を示している。１日でも長く首相
の座に居座るために自民党内の声を丸
呑みしていく——情けない政権がダラ
ダラ続く雲行きだ。

大政翼賛体制にあらがう
強力な野党勢力の結集を

　人口減、高齢化、過疎化、物価高、

経済格差…国民生活を揺るがす諸課題
は山積している。機能不全の５党談合
政治に白紙委任している余裕はない。
大政翼賛体制に抗う強力な野党勢力の
結集が望まれる。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

SAMEJIMA TIMES
ジャーナリスト　鮫島　浩

　49歳の時、朝日新聞を退社し個
人メディア「SAMEJIMA TIMES」
を開設。現在 YouTube やウェブ
サイト上でわかりやすい政治・政
局解説、マスコミ批判を発信中。
2022年５月に発刊した『朝日新聞
政治部』（講談社）は４．８万部を
突破。

遠のく政権交代

　私の主人は、建設系の仕事をして
いて、全国各地を飛び回っています。
家にいないことが多く、子供たちに
とっても「パパ」がいないことの方
が日常になりつつあります。

　小学３年生の長男は、精神年齢は
おそらく、３歳。かまってちゃんで
甘えん坊。今でも私の膝の上に乗っ
てくる、可愛いヤツです。おしゃべ
りで、学校であったことは聞かなく
ても教えてくれるし、悩みがあって
もためておけないタイプです。打た
れ弱くて、凹んだらなかなか浮上で
きないというところが玉にキズ。「男
の子なんだから、強くなりなさい」
といろんな人から言われちゃってま
す。 

　そんな長男に対して、小学５年生
の長女は、こちらからしたらさみし
く感じるくらいのそっけなさ。でも
たま―に甘えてくるところが愛おし
い、ツンとデレのツンが多めの難し
いお年頃の女の子です。学校のこと、
友達のこと、なにか困っていること
がないか、悩み事はないか聞いても、 
返事は決まって「大丈夫！」のみ。
自分のことは話さずにためこんでし

まうタイプです。

　そんな長女とはゆっくりと１対１
で話す時間を作っています。たわい
もない話から、学校の話、好きなア
イドルの話まで、いろんな話をしま
す。長女は、言葉にするよりも文章
で表現する方が得意。それじゃあと
私と長女、２人きりの交換ノートも
最近はじめました。私よりも長女の
方が文章力があるかもしれません。
いずれブナの森新聞でみなさんにお
めにかかるかも。（注：「小・中学生
にも理解できる？お薬、病気、障が
いのきそちしき」というコーナーで
は、小学2年生のときからフリガナを
つけた方がよい漢字やわかりにくい
表現、文章のチェックを担当しても
らっています。おそらく彼女の成長
にあわせて、フリガナをつける漢字
の基準が変化しているのではと思い
ます）

　12月の初めに、関東方面に出張し
ていた主人が帰ってきました。約２
か月ぶりに帰ってきた主人は、私と
子供たちの様子を見て、感じたこと
があったようで私に言ってきました。
「長男に手をかけすぎてるんじゃな
いか。長男をかまっている間、長女
がさみしそうな顔をしていた。」

　私自身も長女で、３歳年下の弟が
います。私は物心がついた時にはす
でに、母は弟のモノだと思い、遠慮
して甘えることを我慢していました。
母の愛情を感じていなかったわけで
はありませんが、さみしかった記憶
が残っています。

　そんな自分の経験もあり、私は長
男を出産したとき、長女のことも、

長男のことも対等に愛し、想いを伝
えていこうと決めていました。何で
もしたがるようになっていた、当時
２歳10か月だった長女には、「ちびマ
マちゃん」になってもらい、一緒に
長男のお世話をしてもらったのです。

　それが長女を、同じ年齢の子より
も大人びた子にさせてしまった原因
かなと反省していますが、長女には、
長男と同じくらい大好きで、お母さ
んにとってふたりとも大事な存在な
んだよということは常に伝えていた
つもりです。そして、それは今も同
じです。

　２人とも性格がまったく違います。
先に書いたように、本当に違うので
それぞれに合った接し方をしている
つもりでした。でも主人はそう感じ
たとのこと。正直ショックでした。 
確かに、長男と関わっているとき、
長女がどんな顔をしているか見てい
なかったと思います。 長女もかまっ
て欲しかったのかな。どちらかと関
わっているときこそ、どちらも意識
してあげないといけないなと反省し
ました。

　主人の言葉で気が付いて、見直す
ことができました。時々、主人がい
てくれて、関わってくれたら良いの
になあと思うときはあります。例え
ば、子供たちを叱ったときです。叱
ってもフォローしてくれる人がいま
せん。なので時間差をつけて自分で
フォローしています。私自身も冷静
になる時間を作って、子供たちは反
省する時間を作って、少し経ってか
ら一緒に反省会をする感じです。

　でもこれでは私の思っていること

を押し付けているだけなのではない
かと思うときもあります。私だけで
はどうしようもできないときは、主
人にメールで相談します。主人はテ
レビ電話で子供たちと話してくれま
す。成長過程の大事な時期に、子供
たちといられないことを悔やむとき
もあるそうです。そんなこともあっ
ての、あの言葉だったのかなとも思
います。 

　長女は来年小学６年生。再来年に
は中学生。さらには高校生と、その
時々でいろいろ悩むと思います。長
男も同じです。そんな時に、真っ先
に相談してもらえる存在でいたいと
思います。いつも心は２人の傍にあ
るんだよということを、これからも
伝えていきたいと思います。

　子育ては難しいですね。何が正解
かわかりません。とことん悩むので、
頭の中から悩み事がなくなることは
ありません。でも、子供たちの心が
少しでも軽くなったり、良い方向に
導ければそれで良いと思っています。 
あの時は、普段家にいないくせに !!
と少し夫にイラっとしました。でも
周りの意見もよく聞かなくちゃと思
います。子育てを通じて「自分育て」 
も頑張ります。
　　　　　　　　ブナの森調剤薬局
　　　　　　　　　　　須貝　　恵

おかあさん、
頑張って

自分育て
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　私は17歳になる老犬と暮らしてい
ます。名前はセンパイ、豆柴のメス。
人間年齢で80代後半。生後４ヶ月で
我が家の犬となり、かわいかった子犬
はかわいいままおばあちゃんになりま
した。後ろ足が立たず、歩けないので
眠っているとき以外は犬用の車椅子に
乗って過ごしています。食餌も排泄も
ひとりではできず、車椅子で家具など
にぶつかりどこかにハマってしまうと
動けない。救助が必要となるので、家
を留守にすることもできません。

　少し前のこと。我が家に遊びに来て
くれた知人から、後日こんなメールが
届きました。「センパイちゃんが年を
とり、かわいそうで見ているのがつら
かったです」。そして「あんなに若く
て元気だったのに、そう思うと老化が
ショックでした」。その人に悪気など
微塵もなく、やさしさからの言葉だと

分かっていましたが、なんだか違和感
が残りました。

　「かわいそう」と言われると、日々
の世話もいけないことをしているよう
な気持ちになりました。「かわいそう」、
よく口にしてしまいますが、上からの
目線で言われているような気持ちにな
るのは私だけでしょうか。慎重に使っ
た方がよい言葉だと再認識しました。
　
　犬は人間の約４倍の速さで年を取り
ます。やんちゃな子犬から１年ほどで
ピカッとした成犬になり、やがて落ち
着き、同世代感が滲むようになって気
がつけば飼い主の年齢をはるかに追い
越して。そして、その老い方を示し、
学ばせてくれます（←　イマココ。我
が家の場合）。

　一般的に「老いる」ということを後
ろ向きに捉える傾向がありますよね。
私は我が家のセンパイを見ていて、老
いるとは「ただ目の前の事実を受け入
れるとこ」なのだと気がつきました。
老化は犬なりにも戸惑うことがあるで
しょう、でも「目が見えない」ただそ
れだけのこと。「歩けない」ただそれ
だけのこと。

　できなくなったことを嘆かず、まだ
できることを淡々と続ける。そして生
きることしか考えない。犬とはそうい
う生きもののようです。こんなに潔く
一生懸命生きている犬をかわいそうと
は思わない。

　動物と暮らすということは「楽しい」
「かわいい」ばかりではありません。老
いを学ぶことでもあります。月日が経
てば年を取り病気にもなる。世話する
ことも増える。そのことをちゃんと知り、
覚悟した上で飼いはじめれば「年をと
ったから」「病気になったから」そんな
理由で遺棄することも減るはずです。
　
　そういえば、12月の末に施設に入
っている89歳になる父とビデオ面会
をしました。決められた時間は15分。
おしまいに「じゃあまたね。お父さん、
今年もありがとう！」と言うと、父は
「お前に何にもしてやれていないのに、

なんでありがとうなんだ？」と聞いて
きました。少しへそ曲がりの父らしい
返しに笑ってしまいましたが、「生き
ていてくれたからありがとうだよ。来
年も生きていてね！」と私。とっさに
出た言葉でしたが言えてよかったです。
　父の若かった頃の姿を思い出すこと
はありますが、老いた父の現在の姿を
「見るのが辛い」とは思わない。父に
も、そしてセンパイにも寿命がある限
り生きていてほしいな。

　ツイッターで、あるつぶやきを見つ
けました「16歳の愛犬のペースでゆ
っくり散歩をさせていたら、通りすが
りの人に、うちの犬は9歳だけどこん
なになっちゃうんだ、かわいそうと言
われた。かわいいけれどかわいそうじ
ゃないよ！」そう、犬も人も年を取る
のは自然なこと、かわいそうではない。
　介護をすることが大変に思うことが
あります。弱っていくいのちと向き合
う日々は切なくもありますが、その分
愛おしさは積もります。動物も人も、
若さが消えてからが生きる本番かもし
れませんね。

　私、33年ぶりに子育てしています。
　えっ？なんて驚かないでね。末っ
子が去年ママになったけど　お仕事
は続けたいというので孫娘のお世話。
この一年間の成長は本当に著しかっ
た。
　笑うようになった。自分で哺乳瓶
持てるようになった。寝返り打った。
歯が生えてる。ハイハイしてるね。
伝い歩きも…。毎日新しい発見があっ
てあっという間の楽しい毎日だった。

　でもね、私も一男二女育てたけど、
どういう風に育って来たか記憶に無い
の。初めての経験ばかりで子育てを楽
しむ余裕なんて無かったのね　きっと。
その点孫守りはうーんと甘やかして可
愛がるだけで務まるんだから。性格の
悪い子に育ったって、お勉強ができな
い子になったって「それは親の問題で
しょ？」と言える逃げ道があるもん。
孫守りで私が気をつけているのは一つ
だけ…。不注意から怪我をさせないっ

てことかな？
　１才過ぎてあんよし出すようになっ
たら大変よ。
　テレビのリモコンや引き出しの取っ
手に興味深々。一番危ないのがコンセ
ントの穴に指を突っ込もうとする事。
私の長男は１才のお誕生日ちょっと過
ぎた頃、節分の鬼のお面が怖くて大泣
きした。それならと鬼のイラストたく
さん描いて触ってはいけないところに
ペタペタ貼ったら効果的面だったなあ。
孫は先日のハロウィンの怖いおじさん
のお面に大泣きだったからイラストた
くさん描いてソケットに貼ろうかし
ら？

　私が孫守りで大切にしているのは種
類豊富な離乳食を用意する事。今では
レトルトや瓶詰めの市販の離乳食品も
いろいろあって便利だけど経済的では
ないし、何より犬や猫のご飯のように
感じちゃうのよ。

　古稀すぎて三十年ぶりに再開す
　　　　　　塩っけなしの離乳食作り
　　　　　　　　　　　　　由利子

　大人が食べる食事から少しずつよけ
て柔らかくしたり細かくしたり味を薄
めたりしている。孫が好きなのはほう
れん草のグラタン、鰻トロ丼、牛蒡の
お漬物、芋煮の里芋とささがき牛蒡。
一口でべえしたのはもずくと納豆。で
も納豆汁のお汁は飲んだわね。「あん
まりグルメに育てられても…」とレン
チンとお湯を注ぐくらいしか出来ない
娘は言うけど「コンビニのご飯がママ
の味」なんて言われたら悲しくない？
　
　タイで孫守りしていて気づいたこと
があるわ。
　気候が子育てに向いていることね。
日本の冬のような寒さは皆無だからい
つも薄着でよし。汚れたお洋服だって
洗えばすぐ乾くしね。

　ほとんどのタイ人が子供好き。レス
トランなんかでも手の空いた従業員が
必ず子供の相手をしてくれる。きっと
田舎のお母さんに子供を預けてバンコ
クに働きに来ている人が多いからね。
そして何より情報に振り回されること
がない。
　母乳で育てるのが一番とか、まだオ
ムツ外れないのとか周りからあれこれ
言われることがない。バンコクの若い

駐在ママさんたちはご主人の浮気に悩
むことはあっても子育てで悩むことは
ないと思うな。日本人会主催の子育て
相談クラスやママと一緒のお楽しみク
ラスなんかもちゃんとあるしね。

　さあ、お昼寝から覚めたらプールで
遊ぼうね。孫はプールの淵に座ってバ
チャバチャするのが好きだけど、ジャ
ボーンと落っこちないように中腰で孫
の腰回りに手を回している。結構腰に
来て大変なのよ。「水着着て一緒にプー
ル入ったら？」と娘は言うけど、今更
水着姿なんてね。一昨日ネットでポ
チッとしたアームリングの浮き輪が早
く届きますように…。

微笑みの国からサワディーカ!
バンコク在住28年目の山形の嫁。自宅で料理教室Y’s Kitchen主催。
どこを手抜きしたのかわからない手抜き料理が得意。山形で初めて食べた筋子のおむす
びが大好きで芋煮は山形県人より沢山作っていると自負している。愛称はマダミー 。

斎藤由利子  プロフィール

33年ぶりの子育て

エッセイ 甘いくすり、
苦いくすり

〈石黒由紀子（いしぐろ　ゆきこ）〉
エッセイスト。栃木県生まれ。日々の
徒然、犬や猫との暮らしを中心に執筆。
『犬のしっぽ、猫のひげ』に続き『楽
しかったね、ありがとう』（ともに幻冬
舎）が文庫になりました。目の前の事実を

受け入れること

孫の食事孫の食事孫の食事
by おばあちゃんby おばあちゃんby おばあちゃん

牛蒡の漬物牛蒡の漬物牛蒡の漬物

海老焼売海老焼売海老焼売

パパイヤの
ヨーグルト和え
パパイヤの
ヨーグルト和え
パパイヤの
ヨーグルト和え

ふかし芋ふかし芋ふかし芋

鰻トロご飯鰻トロご飯鰻トロご飯

海老の水餃子海老の水餃子海老の水餃子
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　製薬会社が工場でお薬をつくる際に守ら
なければならないルールがあります。それ
は GMP（Good Manufacturing Practice/
医薬品の製造管理及び品質管理の基準）と
よばれているものです。薬機法という法律
で決められています。工場に原料を搬入す
る時点から、お薬の製造、出荷までのいか
なる工程・作業でも、人の勘やさじ加減で
行われないよう、また機械や設備が設計・
設定どおりに動くことを担保するためのも
のです。品質保証を、お薬の効きめの約束
を含む品質と、出荷後の副作用対策を含む
安定供給とにわけると、GMP は品質の中
核となる仕組みです。

GMPを守った工場でも何でもつくれるわけではない

　GMP を守っていることなどが確認され
ると製造販売承認が得られ、工場での製造
が開始されます。しかしその工場ではどん
なお薬でもつくってもよいわけではありま
せん。効果と副作用とを総合的に判断して
承認をもらったお薬だけをつくることがで
きます。いままでかぜ薬をつくっていた工
場で、臨床試験で効果が確認できていない
お薬……例えば新型コロナのワクチンやお
薬をつくることはできません。お薬の詳細
なつくり方もセットで承認を受けています。

いま起きているのはGMP違反

　GMP 違反は、なぜなくならないので
しょうか。同じ法律違反でも交通違反と同
じに考えることはできません（もちろん大
きな事故に繋がるような交通違反は厳罰に
処する必要がありますが）。それは、お薬
の場合、つくっているのが健康や命にかか
わる商品だからです。しかし、今の供給不
安定問題から見えてくるのは、言葉では生
命関連産業・企業といいながらも、実態が
ともなっていないのでは、ということです。

業務停止命令と業務改善命令

　GMP 違反の内容が、データの改ざんや
承認の際に記載していない添加剤をつかっ
ていたなど悪質なものに対しては行政処分
が実施されます。工場を止めて出荷もでき
なくなるのが業務停止命令です。もう一つ
は、工場の稼働を続けることは可能ですが、
行政の改善指示に基づいて計画書の提出を
求められる、業務改善命令です。

問題の中心は医療用（病院・調剤薬局向け）のお薬

　お薬は処方せんがなくても購入できる一
般用医薬品とよばれるお薬と、医師の診断
に基づく処方せんがないと購入できない医
療用医薬品と呼ばれる病院・調剤薬局向け
のお薬があります。カロナールのように医
療用のお薬が品薄になると一般薬を購入し
ようとする人が増えますので、手に入りに
くいお薬は一般用も含めてですが、現在社
会的に大きな問題となっているのは主に医
療用のお薬と言えます。

廣貫堂さんの例

　ドラッグストアや薬局で購入できるかぜ

薬や痛み止めなどの一般用医薬品を主に製
造している富山県の廣貫堂さんの事例は、
医療用のお薬をつくっている製薬会社さん
にもあてはめることができる供給不安定問
題の核心部分が含まれています。同社は製
造販売承認書にない成分の添加や製造販売
承認書とは異なる成分・分量でお薬を製造
し、記録も偽造していたとして令和４年
11月から12月にかけ業務停止処分を受け
ました。同社が公表した調査結果によりま
すと、違反の原因として「事業拡大に伴い、
法令遵守・品質保証よりも納期・利益向上
を優先する企業風土が醸成されてきた」と
分析しています。

一番多いのは製造販売承認書と製造実態のくい違い

　お薬をつくる工場の機械が古くなり、そ
の一部を改修したり、あるいは新しい機械
に丸ごと入れ替えた場合は、製造販売承認
を受けた一部を変更しましたという申請を
行って厚生労働省の承認を受ける必要があ
ります。改修も含めて機械を“変える”こ
とはお薬の品質に影響を与える可能性があ
るからです。

なぜくい違うのか？

　製造販売承認書の製造方法には、例えば
有効成分と添加剤を混ぜ合わせる場合、ど
のような機械を使い何回転で何分間行う、
と具体的に記載されています。世界展開し
ているある大手製薬会社さんは、製造販売
承認書の欧米との記載方法の違いについて
教えてくれました。「日本では製造方法や
試験方法を具体的に記載する必要があるた
め、手続きが煩雑で審査などの期間も長い
印象がある」といいます。

軽微な変更は年次報告でまとめて行えばよい
　ある後発薬品メーカーさんの品質管理に
くわしい方が解説してくれます。「日本で
は製造販売承認書の記載内容から少しでも
外れれば、仮に品質には影響がないとして
も回収となる可能性がありますが、欧米で
は条件を少し変えてつくっても、品質に影
響がないことを証明する資料が添付してあ
れば承認書の範囲内と見なされるようです。
そして一定レベル以下の軽微な変更はその
つど承認書を変更する必要はなく、行政に
年次報告として報告する義務が課されると
いう運用がされている」ということです。

記載レベルのすり合わせを

　ある後発薬品メーカーさんによりますと、
「お薬の品質を担保するために重要な条件
を製造方法欄に記載するわけですが、審査
担当官の求めに応じて、必要以上に細かく
内容を記載しなければならない例もある」
といいます。その結果、品質には影響がな
い範囲での条件変更にもかかわらず、製造
販売承認書と実態が違っていると判断され、
違反とされたケースもあるといいます。「承
認書にどこまで細かく記載するか、行政と
業界とで検討が必要」と話しています。

製造工程の一部変更は1年かかる

　製造販売承認書とくい違った製造方法で

製造販売が行われていた場合、一部変更の
承認を受ける必要があります。書類を申請
してから、審査が終わるまでにおよそ１年
かかるとされていますので、その間、供給
が止まってしまうことになります。

製造方法の記載内容は見直しが進められている

　厚生労働省（医薬品審査管理課）により
ますと、製造販売承認書の記載内容はこれ
までも合理化を行なってきており、製造方
法欄の記載内容についても現在研究班で議
論が進められている、ということです。

変更手続きの簡略化も検討課題

　業界関係者によりますと、製造方法を変
更した場合の変更手続きを簡略化する方向
で、審査管理課との間で協議が進められて
いるということです。

バリデーションにより品質の担保が行われている

　新しい製造工程でつくるお薬が、それま
でつくっていたお薬と同じ品質であること
を科学的に確認する必要があります。これ
はバリデーションと呼ばれている考え方で
す。何をするのかというと、これまで製造・
販売していたお薬と同じ品質のお薬がつく
られていることを検証・確認して、それを
文書に残すという作業です。

妥当であることを科学的に確認

　変更した製造の流れが予想通り作動して
いるか、結果として継続して同じものがで
きているかを仕組みとして担保することで、
人的なミスを最大限防ぐとともに、人の感
情や思い込み、誤った判断を排除すること
につながります。この製造方法・工程なら
誰が作業をしても同じお薬がつくられてい
るということです。

負担が大きいのも事実

　なのでバリデーションは省いていいよね、
とはならないのは当然ですが、製薬会社さ
んによると、バリデーションの経費面、時
間的な面で大変さもあるようです。製造工
程変更の妥当性や変更後にできるお薬の同
等性の確認作業がお薬の種類によって違っ
てくるといいます。具体的には、バリデー
ション用として多くのお薬をつくらないと
検証、確認ができないこともあってお金が
かかったり、かなり昔に承認を受けて長い
間製造・販売しているお薬は製造工程の変
更をする際に変更前と同じであることの証
明が難しいとか、活性（効果・副作用とも）
が強いお薬は工程の些細な変更でも品質的
に同じものをつくるのが難しく、時間がか
かるということです。

GMPは国際的にも共通のもの

　GMP は国際的に共通の考え方で、基準
も国際間で調和が進められています。厚生
労働省（監視指導・麻薬対策課）によりま
すと、各国の薬事査察当局間の協力の枠組
みである PIC/S（医薬品査察協定及び医
薬品査察共同スキーム、欧米を含む全世界
54当局が加盟、2022年12月１日現在）に
日本も加盟し、GMP 省令についてもそこ
における議論を反映させており国際整合性
が図られている、といいます。

さらなる緩和を

　世界展開する、ある大手製薬会社さんは、
「GMP 基準が国際的に調和されているこ
とを歓迎しているし、GMP が求める条件
も欧米との差は小さくなっている」と話し
ます。加えて「科学的データや合理的根拠
に基づき、GMP の運用の範囲で変更管理
が可能となるよう、承認書の記載方法や変
更手続きも緩和されつつあり、さらに促進
されることを期待している」と話しています。

製造・販売が中断するケース１

　薬の製造ラインにある乾燥機が古くなり、
全く同じ型の機械と入れ替えたとします。
普通は同じ仕様だから問題ないと考えます
が、実際に動かすと製造販売承認書に記載
してある条件では同じものができないこと
もあるようです。お薬の品質が乾燥機を入
れかえた前後で同じであると証明しように
も試験に必要な数量を確保できていないこ
とになります。そうすると、一部変更手続
きの承認が受けられないため、製造・販売
を中止せざるを得ない。それならと、本来
必要な手続きをネグってしまおうと判断す
るケースも考えられると言います。いずれ
GMP 調査でくい違いが確認されることに
なります。

製造・販売が中断するケース２

　決められた製造工程でお薬ができ上がる
と、最終的に出荷してよい品質か、製造販
売承認書に書いてある品質基準を満たして
いるかどうか判定が行われます。最後に判
定すれば、途中のバリデーションによる製
造過程を検証していなくてもよいのではな
いか、製造販売承認書の記載内容と異なる
つくりかたでも品質が一緒ならよいのでは
ないか、出荷時に判定基準を満たしている
のだからよいのではないか、などと自分に
都合の良い判断を行った結果、GMP 違反
を指摘され、製造販売がストップしている
ケースもあるようです。

出荷試験さえ合格すれば

　バリデーションの考え方が導入されたの
が平成８年です。出荷試験だけ合格すれば
出荷できたという体験をもった人たちが、
製薬会社さんの上層部にいる年代でしょう。
特定の製薬会社さんだけの問題ともいえな
い可能性があります。廣貫堂さんの「事業
拡大に伴い、法令遵守・品質保証よりも納
期・利益向上を優先する企業風土が醸成さ
れてきた」という反省は、多くの製薬会社
さんも他山の石とするべきかもしれません。
個人も組織も、一定の圧力をうけるとよけ
いに、ものごとを自分に都合よく解釈しよ
うとする傾向がありますから。

GMP調査は強化

　製薬会社の重大な GMP 違反事例が続い
たのを受け、厚生労働省（監視指導・麻薬
対策課）は無通告立入検査の回数を増やし、
GMP 調査の強化を進めています。具体的
な中身をうかがいました。
　GMP 調査の実施体制や回数については、
「無通告立入検査のガイドラインの作成や
行政処分の厳格化などを行うとともに、無
通告立入検査の回数の増加を調査機関（都
道府県、PMDA）に依頼し、調査機関に
よる立入検査の強化を行なってきました」
との回答でした。
　GMP 調査の担当官の質の向上や研修に
関しては、「都道府県調査員の質の向上の
ため、PMDA とも連携し、各種研修や模
擬査察、PMDA との合同立入検査等の教
育機会の充実を図ってきました」と回答が
ありました。
　GMP 調査の結果に関する質問には、「今
年度も行政処分事例が発生しておりますの
で、引き続き立入検査や調査員の強化が重
要だと考えています」と答えていただきま
した。

変更手続きが必要なことは当たり前

　ある大手製薬会社さんは、「品質確保に
関する重要な事項はバリデーションで検証
したうえで、条件や数値を承認書に記載し
てあり、その変更には製造販売承認書の変
更手続きが必要なことが社内で周知されて
おり対応に苦慮したことはない」と話され
ています。

医薬品の安定供給とは？（下）医薬品の安定供給とは？（下）医薬品の安定供給とは？（下）

GMPは最低限守らなければならない

　お薬の手に入りにくさは、このまま年を越しても続きそうです。そして、あと何回、年をまたぐ
ことになるのでしょうか。安定供給が再開されたお薬もあります。しかし、夏以来のかぜ薬のよう
に十分な量が供給されない状態がずっと続いているお薬、あらたに供給が途絶えるお薬があります。
供給が不安定な状態を雲にたとえてみましょう。雲は形を変えながらゆっくり空を移動しています。
お薬の世界では雲がないのがあたりまえなのに、空に雲があることに慣れてしまって誰も違和感を
もちません。分厚い雲の中心には製薬会社さんの品質保証に向き合う弱さが垣間見られます。
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生命関連と売り上げ追及

　製薬会社さんも営利企業ですので、売り
上げや成長が特に重視される局面は当然あ
るでしょう。しかし、顧客や株主を含めた
社会とのつながりを大切にすることが重要
です。企業統治という言い方もされ、一般
的には法律を守る遵法の精神を会社全体で
共有することが求められています。製薬会
社の場合は、一般の会社よりもより自制的
な運営が本来求められることになるのでは
ないかと思います。社会を裏切らないよう
な社会・経済活動ということでしょう。

品質保証責任者の重要性

　製薬会社さんには、品質管理と安全管理
の責任者をおいて、それを総括する総括製
造販売責任者による３人体制で品質の保証
を担保すべきことが法律できめられていま
す。さらに、法律では、製薬会社は総括製
造販売責任者の意見を尊重し、法令遵守の
ために必要な措置を講じなければならない
とされています。会社のなかに品質保証の
組織は整っていても、不正をしてでも販売
を続けるんだという強い力が社内で働いた
場合、発言権や不正を食い止める権限がな
いことには、どうしようもないことはこれ
までの GMP 違反の事例を見ても明らかで
す。

制度や組織よりも…

　しかし、おそらくそれでも不十分でしょ
う。歴代の経営トップが不正を絶対にしな
いんだ、不正をすればいつかばれて会社の
存続はないかもしれない、という企業倫理
の土壌を根気強くつくっていくしかないの
でしょう。

定着しない品質保証責任者

　取材に対してある大手製薬会社さんから
は「品質保証の責任者は定着しないという
認識をもっている」と答えていただきまし
た。加えて、組織における品質保証責任者
の支援や補佐を行える組織、体制づくりが
課題になるとのことで、大手の製薬会社さ
んでも、品質保証部門の位置づけは相対的
に低いのではないかと思わせる回答でした。

品質管理に必要な人員は増加傾向

　ある後発薬品メーカーさんからは、「品
質保証のための３人体制はとれているが、

品質管理の現場担当者が足りないし、業界
内での需要も多い」との回答でした。背景
には後発薬品メーカーさんは年々後発薬品
を新発売し、品目数が増える一方で既存の
後発薬品はそのまま販売を続けたこともあ
り、品質管理業務が増えているといいます。
これは他の後発薬品メーカーさんも同じこ
とがいえるのだと思います。

品質管理をできる人材は奪い合い

　加えて GMP の国際調和の流れで品質管
理業務にはより厳格さが求められるように
なり、人員もより必要になっているという
ことです。さらに製薬会社の工場は地方に
あるケースが多く、地方の限られた労働市
場の中で奪い合いがおきているのは事実だ
といいます。

経験豊富な品質保証人材の確保に苦慮

　別の後発薬品メーカーさんからは、「20
年以上経験のある人、10年未満の人、入
社したばかりの人、それぞれ役割は異なる
ため、人手が足りないといって急激に増員
しても品質管理業務は機能しない」との指
摘がありました。そして高度な判断を要す
る経験豊富な品質保証人材はどこの製薬会
社も確保するのに苦慮しているといいます。

性格、人柄も大切

　さらに、品質保証責任者やそれを補佐す
る人材は知識や判断力はもちろん必要です
が、製造部門と寄り添ってアドバイスを行
えるようなキャラクターである必要がある
といいます。製造部門で何か問題が起きた
時に相談や報告がしにくいと隠ぺいや捏造
につながりかねないのだといいます。品質
保証部門の責任者の資質は企業の信頼性を
大きく左右することになると指摘します。

品質保証責任者の確保は業界の課題

　また別の後発薬品メーカーさんの品質保
証部門の責任者の方からは、「責任感と使
命感が資質として必要だろう」と答えてい
ただきました。お薬の供給不安定はしばら
く続きそうな雲行きです。あいまいな出荷
判定を行い、混乱を広げることがないよう、
品質保証の責任者の育成と確保は業界全体
で早期に取り組むべき課題となりそうです。

不安定な供給がながびきそうな理由

　イメージとしてとらえられるよう、あえ

ておおざっぱな数字で示します。後発薬品
は年間800億錠がつくられていました。そ
のうち120億錠は日医工さん、30億錠は
小林化工さんがつくっていました。そのう
ち製造販売を完全にやめた小林化工さんの
分と日医工さんの一部を合わせた数十億錠
分の穴があきました。雲のたとえで言うと、
ばらばらに小さな雲か霧があった空に、突
然大きな雲が出現したことになります。そ
の後それを中心に雲はぐんぐんと大きく
なっていくことになります。

原薬調達にも苦戦

　他の製薬会社さんがなんとかその雲を雲
散霧消させようと工場をフル稼働に近い形
で増産体制を続けていますが、原薬を自社
でつくっている後発薬品メーカーさんは少
ないため、増産するにも原薬の調達が必要
になります。何とか原薬調達にめどがたち
つつあったところに新型コロナパンデミッ
クの影響が重なりました。

新型コロナ需要が加わり手足をしばられた状態

　解熱鎮痛薬やかぜ薬の需要（処方）が増
えたことで、年間の必要錠数が800億錠よ
りも大きい数となってしまいます。後発薬
品メーカーさんの工場は市場拡大を受け、
生産計画はそもそも過密スケジュールで
あったところに穴埋め分とコロナ関連分を
優先的に生産しなければならず、徐々に手
足をしばられていきます。

見逃せない長期処方の影響

　医療機関の処方にも変化がありました。
状態の安定している患者さんには一度の処
方で数か月分という長期処方が増え、各後
発薬品メーカーさんは生産計画の調整を余
儀なくされることになります。新たに加
わったいくつもの要因がジワジワと増産体
制をとっている製薬会社の足、腰にダメー
ジを与えている状況です。

解熱薬、抗生物質の原薬は世界中で奪い合い

　新型コロナパンデミックのもと、世界的
に解熱・鎮痛薬や抗生物質の需要は伸びて
いるそうで、それらのお薬の原薬は世界中
で奪い合いが起きているそうです。特定の
お薬に関しては原薬が予定通り入ってこな
いケースが増えています。

31社、1200品目は薬事対応が必要

　ジェネリック医薬品製薬協会は令和3年
に加盟企業に自主点検を要請しました。点
検の内容は、供給不安の大きな原因となっ
ている、製造販売承認書と製造の実態のく
い違いの有無です。38社のおよそ7700品
目についての確認が行われた結果、31社
のおよそ1200品目で薬事対応が必要にな
るとのことでした。

残り800品目は行政の判断待ち

　これまでに、行政の判断が確定している
のが約400品目で、残りの約800品目につい
て、届け出だけで済むのか、一部変更の申
請が必要となるのかは今後判断されること
になります。厚生労働省と業界との間で製
造方法の変更手続きが簡素化の方向ですす
められているとされますが先は見通せません。

　　　　ブナの森調剤薬局　鈴木　康久

（追記１）令和4年8月末時点で、出荷が止
まったり、販売数を制限しているお薬の数
は販売されているすべてのお薬のおよそ3
割にあたる4000品目、後発薬品に限って
みると9000品目のうち3800品目の供給が
滞っているというデータがあります。異常
事態を裏付けるデータです。一方業界団体
の調べでは、病院や調剤薬局が必要なお薬
を必要なだけいつ注文しても滞りなく買う
ことができた数年前よりも、最近の方が約
５％多く生産されていました。需要の変化
を考慮しても流通（製薬会社、問屋、病院・
調剤薬局）のどこかで極端に在庫を抱えて
いるところがあることを示唆するデータで
す。何とか早期に供給不安を解消したいと
増産体制を続けている業界関係者は、「業
界全体で生産量をもう少し増やせれば出荷
制限を解除できるところまできている。医
療関係者の方は買いだめを控えていただき
たい」と訴えています。

（追記２）今回の記事の中で書く予定でし
た医薬品産業育成策に関する部分は記者の
力不足のためまとめることができませんで
した。それに伴いまして記事のタイトルか
ら「国内医薬品産業は必要か？」を外しま
した。このテーマにつきましてはあらため
て取材し、記事を掲載したいと思います。

TBS　報道特集ディレクターの川上敬二郎さ
んの「いじめ予防100のヒント」より。

　兵庫県立大学の竹内和雄准教授（生徒指
導論）らが小・中・高校生1万人近くにア
ンケート調査（「ＯＯＳＡＫＡスマホアン
ケート2021」）を行った結果、男女を問わ
ず中高生の３割以上、特に男子高校生の4
割以上が「４時間以上」ネットに接続して
いました。
　「４時間以上」の子は夜12時より遅く
寝る子が半数以上、そして4人に1人は「よ
くイライラ」しているという結果でした。

「ネットでケンカ」した経験も「４時間以
上」の子は「４時間未満」の子の２倍でし
た。こうした人間関係のトラブルは「ネッ
トいじめ」や「リアルいじめ」につながる
ケースも多く、竹内准教授は「スマホ依存
からの脱却は、実は“いじめ予防”対策で
もあるのです」と語っています。
　報道特集は１年前、竹内准教授が主催す
る「脱スマホ依存キャンプ」に密着し、「ス
マホ依存の子供たち」と題して放送しまし
た。放送では、神戸市の中学１年生女子の
神木希さんに密着取材をしました。小学６
年生の時からスマホを使い始めた神木さん
は、長い日には１日６時間以上、深夜１時
までスマホと向き合うこともあるそうです。
はまっているのは複数の友達と同時に会話
ができる通話アプリ LINE で、本人もよく
ないとわかりつつも会話から抜け出すきっ

かけがつくれないことに悩んでいました。
　竹内准教授が企画した「人とつながるオ
フラインキャンプ」はネット環境が悪い瀬
戸内海に浮かぶ島で行われました。スマホ
やオンラインゲームなどネットとの関係を
見直したい小学生から高校生までの20人
が４泊５日のキャンプに参加しました。
　キャンプに参加した神木さんは10時ま
でにスマホをやめたいと目標を設定すると、
キャンプで多くの人の前で発表したり話し
たことで自信をつけることができ、友達と
の LINE も「お風呂に入るから」と抜けや
すくなったと話しています。
　神木さんには、キャンプで竹内准教授か
ら教わった二つの作戦も参考になったよう
です。一つは、「ごめん１時間たったから
お母さんが怒っている」といって断る「鬼
ばば作戦」です。もう一つの「フロリダ作
戦」は「お風呂に入らなくちゃ」といって
会話から抜け出す（離脱する）「風呂離脱」
作戦です。
　キャンプに参加するすべての子供たちが
キャンプで立てた目標を達成できるわけで
はありません。竹内准教授は、スマホ依存
の子供たちの多くが、親との関係や友達と
の関係などで悩みを抱えていて、それを避

けるために彼らはネットに逃げ込んでいる
のだから、現実の悩みを解決しないことに
はネットとの付き合い方は変わらないのだ
と強調しています。
　川上さんは「こうしたキャンプなどを通
して、より多くの子供たちがスマホ依存か
らの脱却のきっかけをつかめる機会を提供
できるよう、国も大人たちも協力が必要だ。
スマホ依存からの脱却が“いじめ予防”に
もつながるならなおさらだ。こうした多様
な側面から、子供たちの未来を支え続ける
仕組みが求められている」と結んでいます。

をいじめ とめよう

第14回 「鬼ばば作戦」「フロリ
ダ作戦」 子どもの“脱スマホ依
存症キャンプ”に密着
スマホを手放す秘策と意外な効果 　ブナの森新聞はいじめを考え、議論して

いく「いじめをとめよう」というコーナー
をつくりました。
　いじめで悩んでいる方にとって、学校内
には保健室がありますが、地域の中にもた
くさんの逃げる場所が必要だと考えます。
その一つになれればと思います。
　悩んでいらっしゃる方は、遠慮なくご連
絡くださいね。そして、学校関係者の皆さ
ん、一般の方もいじめを身近なものととら
え、いじめを“とめる”ために議論し、情
報交換していきましょう。
　記事へのご感想、ご意見のほか、些細な
ことでもいつでもご連絡ください

（suzukiyasuhisa@gmail.com)
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　初めまして。山形市生まれの斎藤伸
也と申します。タイのバンコクに住ん
で28年がたちました。数年前に「や
まがた特命観光・つや姫大使」を委嘱
され、山形県タイ友好協会の理事も拝
命しました。以来、山形県とタイ王国
の友好親善、経済連携強化などのお手
伝いをさせて頂いております。

　近年はタイ人スキーヤーを蔵王に招
致するインバウンド活動に力を注いで
います。インバウンド活動を行うにあ
たってはタイ人のスキー客のみならず
広く海外の方々に山形の魅力を知って
もらおうと観光資源の発掘を行ってい
ます。その活動の中で気が付いたこと
がありました。それは山形県が武道県
であるという事実です。

　村山市に「居合神社」という神社が
あります。出羽国林崎（現村山市）で
生まれ居合道を確立した室町時代末期
の剣客、林崎甚助をお祀りする神社で、
ここが居合道発祥の地とされています。

　神社の隣には振武館という道場があ
り居合道を体験することができます。

この体験コースは観光庁が推進する
「スポーツ文化ツーリズムアワー
2020」の武道ツーリズム賞に選ばれ
ました。そのためか外国人観光客には
良く知られているようです。神社の周
りには外国語の標識があちこちにあり
日本語標識より多いくらいなのです。

　他にも武道県と呼ぶべきことがあり
ます。高校剣道では男子は酒田光陵高
校、女子では左沢高校が全国トップレ
ベルの強さ。東京オリンピックでは山
形市がタイの柔道ナショナルチームの
ホスト・シティでした。米沢市がホス
ト・シティになった香港のフェンシン
グチームは男子個人で金メダルを獲得
しています。

　合気道の世界では船越光雄師範と云
う日本有数の指導者が山形市にいらっ
しゃいます。そういえば横綱柏戸（注 
1961年大鵬とともに横綱に昇進、柏

はく

鵬
ほう

時代を築いた）は鶴岡の出身でした
ね。元関脇琴の若の佐渡ヶ嶽親方は尾
花沢出身、その息子さんの現琴の若は
３役を狙う地位まできています。
　

　最近とくに注目されているのがタイ
の国技ムエタイです。山形市のムエタ
イ競技団体は山形県スポーツ協会の正
式加盟団体になっており、タイのタイ
トル保持者であるムエタイ選手2名を
トレーナとして招

しょう
聘
へい

、山形の若手選手
た ち の 育 成 に 取 り 組 ん で い ま す。
2022年７月には山形駅西口広場でム
エタイの演武、体験イベントを開催し
ましたが、佐藤孝弘山形市長が飛び入
り参加されるなど盛会でムエタイへの
関心を高めることができたと思いま
す。 

　ムエタイ競技は早ければ2028年の
ロサンゼルス大会か2032年のブリス
ベイン大会で正式種目に加えられる可
能性が高いのです。もしそうなれば本
場タイのチャンピオンに鍛えられた山
形の若者が日本代表として選抜される
ことも夢ではありません。

　山形県では2019年に県下の武道競
技団体９団体（弓道、柔道、柔剣道、
合気道、なぎなた、相撲、少林寺拳法、
空手道、剣道）が合同で山形県武道協
議会を結成しました。2022年3月に

は第１回山形県武道祭りが開催される
など、県をあげてスポーツとしての武
道の普及、振興に取り組んでいます。

　武道というと、道を極めるというイ
メージがどうしてもあって敷居が高い
かもしれません。最近はスポーツチャ
ンバラという競技が新たなスポーツと
して認知され始めています。この競技
は面、籠手、盾と云ったプロテクター
で防護しソフト剣で撃ち合うので安全
です。2022年のとちぎ国体でデモン
ストレーション・スポーツとして紹介
されたほか、全国大会、世界選手権大
会なども行われるようになってきまし
た。

　この種のイベント、大会を積極的に
招致し開催することで県民に武道への
関心をもってもらい、山形県をスポー
ツ武道県として差別化していくという
のは、ありかも知れませんね。近年各
地でマラソン大会が催され全国からラ
ンナーを集めています。スポーツチャ
ンバラ全国大会を開き、試合後には参
加者全員で芋煮会、なんてイベントは
どうでしょうか。
　　　　　　　　　　　斎藤　伸也

山形は武道県山形は武道県山形は武道県

　平源旅館（横手市）。何故か高校生
のオレが、秋田に向かう汽車に乗って
いた…。恥ずかしい話だが、秋田の横
手に住むという一人の女性に会いに行
くため、いや探しに行くためきのう夜
遅く上野発の鈍行列車に乗ったのだ。

　当時オレは、神田神保町のとある製
本屋で友人達と製本作業のバイトをし
ていた。給料は１日980円（時給では
ありません。日給です）だった。 そ
の時、その女

ひと

も秋田から出稼ぎでその
製本屋に働きに来ていた。

　背丈はそれほどでもなかったのだが、
可愛さの中にどことなく大人の雰囲気
をもっていたところに惹かれたのかも
しれない。それにしても、何故、名前
も住所も知らない（高校生がそんなこ
とを聞けるわけがなかった）その女

ひと

に
会いに汽車に飛び乗ったのか。当時上

野、横手間の汽車賃がいくらだったの
かの記憶すらないが、変な高校生だっ
たと思う。 

　各駅停車の秋田行きだ。50年以上
前のことではっきり憶えていないが、
秋田まで24時間くらい汽車に乗って
いたと思う。

　ちょうど汽車が板谷峠のスイッチ
バックの登りにあえいでいる時だった。
ようやく故郷の匂いもして来たからか、
前に座っていた初老で〝仕事人〟風の
男が話しかけてきた。酒が回ったせい
もあったのだろう。

　内容は覚えてないが、男は東京での
自分の仕事ぶりや、生きていくことに
ついて話していたように思う。出稼ぎ、
きつい仕事…。高校生とはいえ時折う
なずいたりしてそれなりに話し相手に

なっていたかもしれない。

　 当 時17歳、1965年 は 東 京 オ リ ン
ピックの翌年だ。この国に生きるたく
さんの日本人を巻き込んで列島は熱く
沸騰していた。出稼ぎ、季節労働者と
はいえ、故郷に帰ればそれなりの田畑、
家作はみな持っていたに違いない。 

　酔いの回った男の窓越しの向こうに
ちょうどループの登りに差し掛かった
汽車の後方が弧を描くのが見えた。 
何故こんな、テーマも希薄で取り留め
もないことを書いてるのかというと、
北島三郎さんの「ギター仁義」という
歌だ。その三番の歌詞に〝…手前、宿
無しスズメの流れ者にござんす〟って
歌詞がある。〝宿無し〟で〝流れ者〟
のスズメ（雀）、ものすごく辛く追い
詰められた状況だ。ただこのスズメに
はギターと歌唱力という武器があった
わけだけど…。

　出稼ぎ、季節労働者、流れ者、漂泊。
そして生きづらさ、息苦しさ。ますま
す非正規労働者の増えていく現在の日
本。もしかして流れ者にさえなれない、
空間を無くした、たかだか狭い〝世間

（世界じゃない）〟でどうやって生きて
いくのかを考えた時に押しつぶされそ

うになる。

 世界はとっくに難民、移民、ディア
スポラ（diaspora/ 離散民）という形
で〝自国民〟という人間をはじき出し
ている。はじき出しながら、出されな
がら、明日の手がかりを模索している。 
そうなるのが嫌でボクら日本人は我慢
を重ねるのか。重ね続けたその先に何
があるのか。

　それとも他に選択肢があるのか。誰
にも何にも、その先すら見えない。 今
の日本からは次の日本は生まれない。
どこから生まれるのか。それ〈日本〉は、
世界からしか生まれない。もっともっと
世界と本当に真摯に向き合わなければ。 
　
　そうだ、追いかけて汽車に飛び乗っ
た横手の美人のことだ。彼女の言葉で
聞いた駅前（横手）の平源旅館という
言葉を唯一の手がかりに冬の横手に降
りた。たしかに堂々と平源はあった。
旅館は見つけたがオレはそこから先は
一歩も進めなかった。吹雪が目の前の
通りすら掻き消していた。今思うと吹
雪はあらゆるものを受け入れ、あらゆ
るものを拒んでいたのではないだろう
か。50年以上の時空を超えて。
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